
3 6 ト ー マ ス ・ マ ン の 「 悲 惨 の オ ル フ ェ ウ ス 」 （ 皆 川 ）

ト ー マ ス ・ マ ン の 「 悲 惨 の オ ル フ ェ ウ ス 」

― 1 9 3 3 年 の リ ヒ ャ ル ト ・ ワ ー グ ナ ー

皆 川 泰 雄

193 3 年 1 月3 0 日 ヒ トラ ー が つ い に政権に 即く ｡ 同日 ､ ト ー マ ス ･ マ ン は

｢ 私の 人生 の あら ゆ る モ チ ー

フ が響き渡 っ て い る+ と い う エ ッ セ イ 『リ ヒ

ヤ ル ト . ワ
ー

グナ ー

の 苦悩と偉大』 を脱稿する ｡

政権奪取後 ､ ナチ 党は 3 月23 日 の ｢ 全権委任法+ に い たる まで ま たたく

間に議会制民主主義を壊滅させ ､ 全体主義を成立させ る ｡ ト ー マ ス
･ マ ン

は 2 月10 日 ミ ュ ン へ ン 大学講堂 で 『リ ヒ ヤ ル ト ･ ワ
ー

グ ナ
ー

の 苦悩と偉

大』 を講演 し ､ そ の まま ワ
ー

グ ナ
ー 没後50 年を記念 して 依頼 されて い た こ

の 講演を ア ム ス テ ル ダ ム
､ ブリ ュ ッ セ ル ､

パ リ で行う ため に ドイ ツ を離れ ､

以後二度 と ドイ ツ へ 帰国す る ことはな か っ た ｡ 帰国断念の 状況をつ くりだ

した決定的な契機は ､『リ ヒ ヤ ル ト ･ ワ
ー

グナ
ー

の 都市ミ ュ ン へ ン の 抗議』

と遺さ れ た ､ ト
ー

マ ス ･ マ ン の ワ
ー

グ ナ
ー

講演に対する 異議申し立 て で あ

っ た (｢ ワ
ー

グナ
ー 事件+) ｡

1 93 3 年に成立 した ドイ ツ の 政治体制と ､ ト ー マ ス ･ マ ン の リ ヒ ヤ ル ト ･

ワ
ー

グナ
ー

に対する批評 は ､ こ の とき ､ 芸術 と政治の 錯綜した重複性の 中

で 決定的 に対立 し､ 分裂 した ｡

ト ー マ ス
･ マ ン の エ ッ セ イ 『リ ヒ ヤ ル ト ･

ワ
ー

グ ナ
ー の 苦悩と偉大』 に

つ い て ､ マ ン 自身 ｢ ワ
ー

グナ ー

事件+ の 起 こ る前 ､ 3 月2 3 日の 日記で ｢ 私

の 人生 の あらゆ る モ チ ー

フ が響き渡 っ て い る 充実 し た作品+ と書 い て い

る
1 )
. ｡ それは57 歳の 作家の 全人生 ､ 全作 品が< ワ ー グ ナ

ー > を核に凝縮さ

れ ､ 反映さ れ た70 ペ ー ジ余を占める 長大な論考で あり ､ ノ イ エ ･ ル ン トシ
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ヤ ウ誌4 月号 に掲載され た ｡
マ ン は滞在先で 知人 にゲラ刷りを見せ ､ 刊行

後も次々 と何人 か
,
に 進呈 して い る ｡ それほ ど力をこ め て 書 い た エ ッ セ イ で

あ っ た ｡ 実際に講演に用 い られ た の はその 内の20 ペ ー ジほ どで あり ､ 講演

用 に抜粋 さ れ た と され る エ ッ セ イ の 核心 は ｢ ナチス の 利用か らワ
ー

グナ ー

を奪回する+ と こ ろ に あ っ たヲ
)

｡
マ ン 自身は ､ 講演を終え た後も ､ 3 月 5

日 の 帝国議会最後の 総選挙後､ 傍若無人と な っ た街頭 で の テ ロ
､ 射殺､

ユ

ダヤ人 に対する暴行､ 家屋 の 占拠､ 社会民主党州政府の 破壊 ､ 新聞
･

雑誌

の 発行禁止 と い っ た国内情勢 を危倶 し帰国をた めら っ て い た ｡ そ して 4 月

16 / 1 7 日 ､ 『ミ ュ ン ヘ ン 最新報知』 紙の 復活祭版に ワ
ー

グナ ー 講演に対す

る反論が 『リ ヒ ヤ ル ト ･ ワ ー グナ
ー

の 都市 ミ ュ ン へ ン の 抗議』 と題 して 掲

載され た の で ある ｡ ト
ー マ ス ･ マ ン の 知人 ､ 友人も ふくめ4 5 人の ミ ュ ン へ

ン の 著名人 ､ 芸術家 ､ 音楽家 が この 反ト ヤ マ ス ･ マ ン の マ ニ フ ェ ス トに 署

名 して い た こ とは ､
マ ン に大きな動揺を与え ､ ｢ 嫌悪と恐怖+ で 憤然とさ

せ た
3 )

｡

こ の 試論で は ､ ト
ー

マ ス ･ マ ン を ｢ 国民追放+
4 )

に ま で 追 い こ ん だ1 93 3

年の い わ ゆる ｢ ワ
ー グナ

ー 事件+ ま で の マ ン と ワ ー グ ナ ー

との 関係をた ど

り､ 後期 ロ マ ン 主義 の オ ペ ラ作家 ワ ー グ ナ
ー

に対する 民族主義陣営 と マ ン

との 決定的な評価 の相違を通 して ､ 政治と芸術 ､ 国家 と個人 の 問題を考え

て ゆきた い
｡

1 第
一

次大戦開戦まで

バ ル ト海沿岸の 商港リ ュ
ー ベ ッ ク有数の 穀物商会の 次男 に 生まれ た ト ー

マ ス ･ マ ン が ､ 初め て ワ
ー

グナ ー の オ ペ ラ と出会 っ た の は18 92 年､ 市立劇

場で の 『ロ ー

エ ン グリ ン』 上 演に よ っ て で あ っ た ｡ 当時ワ
ー

グ ナ ー の 作品

は い た る都市で 上演され て い た ｡ それ は遅 れ ばせ の 国家統 一 後､ ヴイ ル ヘ

ル ム ニ 世の 世界政策 へ の 転換の も と で ナ シ ョ ナリズ ム が鼓吹さ れ て い た新



3 8 ト
ー

マ ス ･ マ ン の ｢ 悲惨の オ ル フ ェ ウス+ ( 皆川)

興 国 ドイ ツ の 文化的 ｢ ナシ ョ ナ ル ･ ア イ デ ン テ ィ テ ィ+ とな っ て い た
5 )

｡

しか し ､ 1 7 歳 の マ ン を捉えたの はナ シ ョ ナリズ ム と い っ た共同感情と は

ま っ たく無縁の ､ 孤独な実の 陶酔で あ っ た ｡ 処女長編小説 『ブ ッ デ ン ブ ロ

ー ク 家 の 人々』 の 一 族 の 末商 ハ ノ ー

の 観劇体験と して ､ それ は次 の よう に

再現されて い る ｡

｢ 宿遺 は思 い きり よく ､ 日曜日の 晩まで の ば して しま っ た ｡ 月 曜日な ど何

だ ろう? 日曜日 の 晩に 『ロ ー

エ ン グリ ン』 が聞けると い う の に ､ 月曜日 の

こ とな ど考えられな か っ た ｡ ‥ . そ し て ､
つ い に終わり にな っ た ｡ ‥ .

ベ ッ

ドで 数時間眠る と ､ 灰色 の 生活が再 び始ま る こ と を知 っ た ｡ ‥ . 美が どん

な に悲 し い もの で ､ 美が蓋恥 と憧慢 に みち た絶望 に深く突き落と し､ ま た ､

日常の 生活 へ の勇気と気力を失わせ て しまう の を ､
こ ん どもまた感 じさせ

ら れた ｡
ハ ノ ー は ‥ . 自分 よりも大き い 悲 しみ に と らえ られ ､ 最初から そ

の 重み が心 に の しか かり ､
い つ の 日か心 の 息の 根をと め て しまう にちが い

な い
､ と こ ん ども心 に言 っ て 聞か せ た ｡+

6 )

ハ ノ ー

い や ト ー マ ス ･ マ ン は ､ 日常生活の 彼岸､ ｢ 死 と美+ の 世界へ 越

境をめ ざす ロ マ ン 主義の 美的い や性 的な 陶酔の 魔力 に ､ ワ
ー

グナ ー の 音楽

を通 して 骨がらみ に捉えられ た の だ｡

こ れ が最初の 出会い で あ っ た ｡ と こ ろ で ト ー マ ス ･ マ ン に こ の 長編小説

執筆を可能に したも の ､ ワ
ー

グナ
ー

･ オ ペ ラ の 効果をも た らす技法を教え ､

小 説の 骨子となる ロ マ ン 主義の 真髄 と ア イ ロ ニ
ー を教え ､

ハ ノ ー

の 死 の 美

か ら の ｢ 自己克服+ を教え たも の
一

要する に ｢ こ の 世なら ぬ死 と美の 世界

に行 っ て しま い た い+ 欲求と対峠し ｢ こ の 世界 に と どまる+ ことを教えた

の は ､
ニ

ー

チ ェ の ワ
ー

グナ ー 批判で あ っ た ｡ ｢ 私は ニ
ー

チ ェ にお い て何 よ

りもまず自己克服者を見 た+ と マ ン は自伝で 告白して い る
7 )

｡

ニ
ー

チ ェ の ワ
ー

グナ ー

批判の 読書によ っ て ､
マ ン は生涯に わ た っ て リ ヒ

ヤ ル ト ･

ワ
ー

グナ
ー の 芸術 に対する対処 の 仕方を教わ っ た ｡ それ はア ン ビ

ヴ ア レ ン ツ と して の 情熱で ある ｡ 以下 の ワ
ー

グナ
ー

賛は ､
マ ン が ワ

ー

グナ

ー に対 して 何らか の 態度を明示しなければならな い 場合 に ､ 必ず繰り返さ
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れる ( 『リ ヒ ヤ ル ト ･

ワ
ー グナ

ー と の 対決』19 1 1 ､ 『非政治的人間の 考察』

19 1 8 ､ 『リ ヒ ヤ ル ト ･ ワ
ー

グナ
ー の 苦悩と偉大』 19 3 3)

一

文で あり ､ ト ー

マ ス ･ マ ン の ワ
ー

グ ナ ー 観を総括して い る ｡

｢ ワ
ー

グナ
ー の 魔力 に み ちた作品に た い する 情熱 P a s si o n は ､ 私が初 め て

こ の 作品を知り ､ それをわ がも の に し始め ､ また認識 に よ っ て それに没入

し始め て 以来 ､ 私 の 生活から切り離せ な い も の に な っ て い ます ｡
こ の 作品

の おか げで 享受 し ､ 学んだ もの を私は決 して 忘れる こ と は で きませ ん ｡ 劇

場の 観衆の 只中で 味わ っ た 深い 孤独な幸福の あの 幾時間 ､ 神経と知性との

お の の き と喜び と に満ちた 幾時間､
こ の 芸術 の み が与え得る感動的で 偉大

な意味深さ を認識 したあの 幾時間か を ､ 私 は決 して 忘れる こ と は で きませ

ん ｡ ワ
-

グ ナ ｢ の 芸術に対する私 の 好奇心 は ､ 決 して飽く こ と が ありま せ

んで した ｡
こ れ に耳を傾 け､ 讃嘆 し､ チ ェ ッ ク し､ 私は倦 むこ とがなか っ

た の で す ｡

- も っ とも ､ 不信の 念がなか っ た わけで はありませ ん ｡ その こ

と は認 めます｡ しか し､ 私の 好奇心 は
､

こう した疑念 ､ 異論 ､ 異議に よ っ

て も ､ ま た ニ
ー

チ ェ の 不滅な ワ
ー

グナ ー 批判 によ っ て も損な われ る こ七 は

ありませ ん で した ｡
ニ ー チ ェ の ワ ー グ ナ ー 批判を ､ 私は い つ も負 の 符号 の

つ い た賛辞で あり ､ 形をかえ た賛美で ある と感 じて おりま した ｡+
8 )

と こ ろ で ト ー マ ス ･ マ ン の 第
一

次大戦前 の 著作 の 中か ら ､ こ の ｢ 不信の

念をともな っ た愛+ の例 を幾つ か挙げた い
｡ こ れ に よ っ て 大戦前の マ ン の

作品が如何 に ニ ー チ ェ の ワ
ー

グナ ー 批判を下敷き に作 られ て い るか ､ 死 と

美の 彼岸 - の 超越 からの ｢ 自己克服+ の い まだ暖味な試み である か ､ そ し

て何より時代 の ナ シ ョ ナリ ズ ム 的ワ ー グ ナ
ー

受容と は決定的 に異質で あ る

かを示 した い
｡

前述 した処女長編小説 『ブ ッ デ ン ブ ロ ー ク 家の 人々』 19 0 1 ､ 短編 『ヴ ュ

ル ズ ン グの 血』 1 9b 5 ､ 中編小説 『大公殿下』 19 0 6 ､ マ ン の 最初の ワ
ー

グ ナ

ー

論で ある 『演劇試論』 19 0 7 ､ また こ の 時期に善か れ た ワ
ー

グナ
ー

批判の



4 0 ト ー マ ス
･ マ ン の ｢ 悲惨の オ ル フ

.
ェ ウ ス+ (皆川)

断片の 連作､ そ して 短 い エ ッ セ イ 『リ ヒ ヤ ル ト ･ ワ ー

グナ
ー との 対決』 19

1 1 ､ 最後に 大戦直前 に善かれ た 中編小 説 『ヴ ェ ニ ス に死す』 19 1 2 を例 と し

て 挙げた い
｡

こ れらの 著作 は ニ
ー

チ ェ の 次の ワ
ー

グナ ー 批判を正確 に体現

して い る ｡

｢ デカ ダ ン ス の 芸術家 ‥ .

一

彼は音楽を病気 に して しま っ た ｡ ‥ . 人が ドイ

ツ に お い て ワ ー グナ
ー に 関 して だまされて い る か ら と言 っ て ､ 私 に は不思

議で はな い
｡ ‥ . ドイ ツ 人は ワ

ー

グナ ー を彼 らが尊敬で き る 人物 に し て し

ま っ た ｡+ (『ワ ー

グ ナ
ー の 場合』 5 .)

9 )

｢ 現今で もなお フ ラ ン ス は ､
ヨ ー ロ ッ パ の 最も精神的な最も洗練された文

化の 本拠 で ある ｡ ‥ ノ ヾり が ワ
ー

グナ ー

に と っ て 本来 の 地盤で ある こ と は

明らか で ある ｡ ‥ . ドイ ツ に お い て ワ
ー

グナ
ー は た ん なる

一

つ の 誤 解にす

ぎな い
｡+ (『ニ

ー

チ ェ 対 ワ
ー

グ ナ
ー

』｢ ワ ー グナ ー

の 所属すべ き と こ ろ+)
10)

『ブ ッ デ ン ブ ロ ー

ク 家の 人 々』 を構成する 骨格は ｢ デ カ ダ ン ス+ (病気､

類廃､ 没落､ 死 ､ 要する に感覚的な美 - の 惑溺で あり ､ 旺盛 な生活力 の負

にあたる も の) で あり､ それをワ
ー

グナ ー

の 音楽が象徴する
一

四世代に わ

た る ブ ッ デ ン ブ ロ ー

ク 家の 人 々 は代を経る に したが っ て健康な生命力を喪

失し ､ 音楽 ( む ろ ん ワ ー グ ナ ー 音楽) と の 関 わりが増大して い く｡
マ ン は､

ニ
ー

チ ェ の 教えを小説を貫く骨格 に転化する と同時に ､ ワ
ー

グ ナ ー の洗練

された オ ペ ラ作法 一 動機の 反復 ､ 象徴の 形成 ､ 叙事詩的関連性 を作り上げ

る こ と - を自己の小 説技法と して 学ん で い る ｡ こ れ は マ ン の小 説家と して

の ､
つ まり美的次元で の ｢ 自己克服+ で あ ろう ｡ 以後の 他の 著作に は ､ 政

治的次元 で の ｢ 不信の 念+ も混入 し､ 作品を重層化し複雑に して い る ｡ 短

編 『ヴ ュ ル ズ ン グの 血』 19 0 5 は ワ
ー

グ ナ
ー の 『ワ ル キ ュ

ー レ』 を下敷き に

して い る ｡ 作品 の 主人公 は裕福な ユ ダヤ系 ドイ ツ 人 ( 同化 ユ ダヤ 人)
一

家

の 双生児の 兄妹 で あり ､ 彼らが被る反 ユ ダヤ主義的な民族的疎外 ･ 孤立と ､

オ ペ ラ の ヴ ュ ル ズ ン グ族 の 大衆か ら憎悪さ れ､ 孤立を強 い られ る ｢ 血節+
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が重ねられ て い る ｡ ｢ 忍 ば男や女た ちの と こ ろ へ 行きま した / 人 に会う依

り､ をん どで も/ 友人 を求め た り､ 女を得ようと した の で すが/ 掛 また だ

遥及 され る ぼか りで した/ 何か不吉をも の が 掛 こはある の で すo + (『ワ ル

キ ュ
ー レ』 1 幕 1 場､ ヴオ

ー

タ ン が人間 の 女に生ませ た ヴ ュ ルネン グ族 の

双生児の か た わ れ､ ジ
ー

ク ム ン トの 台詞)
l l)

｡
マ ン は オ ペ ラ の 舞台の 双生

児がお かす近親相姦を ､ 客席で 見て い る ユ ダヤ 人 の 同名の 双生児 に ､ 観劇

後 ワ
ー

グナ ー 音楽 の 圧倒 的な余韻の も と に模倣 させ る ｡ しか し舞台で ゲル

マ ン伝説 の 双生児を演 じて い た の は金 髪で 青 い 目の 典型 的 な ｢ ゲル マ ン

人+ で あり､
ユ ダヤ 人 の 双生児の 容姿が い か に それ と異な っ て い る かを マ

ン は繰り返 し対比する ｡. オ ペ ラ の 観衆はもち ろ ん ､ ヴ ュ ル ズ ン グ族に ゲ ル

マ ン 民族の 始嘩を観て い る わけで ､
マ ン の 描写 は ､ 演出 に よ っ て 舞台に 出

現させ られ る情動
- ゲル マ ン ･ ナ シ ョ ナ リ ズ ム

一

に対する アイ ロ ニ カ ル な

批判で あ る と考えられる ｡ ｢ ワ ー グ ナ
ー は

.
､ ドイ ツ に お い て ひ と つ の 誤解

にすぎな い
｡+ (『ニ

ー

チ ェ 村 ワ
ー

グ ナ
ー

』｢ ワ
ー

グナ
ー の 所 属す べ き と こ

ろ+) と い う ニ
ー

チ ェ の 批判 が作 品の 核心 に ある ｡ しか し ､ 翌年善か れ た

『大公殿 下』 190 6 は ､ 前作 と は対照的 に ト ー マ ス ･ マ ン の 民族 V olk と の

和解を主題 と した作品 で ある ｡ 下 敷き とな っ た 『ニ ュ ル ン ベ ル ク の マ イ ス

タ
ー

ジ ン ガ -

』 自体が ワ
ー

グナ ー 唯 一 の ハ 長調 を主体に ､
い わ ば前作 『ト

リ ス タ ン とイ ゾ ル デ』 の ｢ 死と美+ の ロ マ ン 主義的超越か ら引き返 した作

品で あり ､
ハ ン ス ･ ザ ッ ク ス が最後 に歌う ｢ たとえ神聖 ロ

ー

マ 帝国は雲散

霧消し よう とも ‥ + ドイ ツ の 芸術 は不 滅 だと い う台詞
12)

は ドイ ツ
･ ナ シ ョ

ナリ ズ ム の 文化的賛美とも受け取れ よう ｡
マ ン の 作品で は 『マ イ ス タ

ー ジ

ン ガ -

』 終幕同様 に ､ 最後に小 国の 世継ぎで ある主人公が富豪の 娘 であ る

花嫁 とと も に バ ル コ ニ
ー に立 ち ､ 民衆/ 民族 V olk に 祝福さ れ 受け入 れ ら

れる ｡
ニ

ー

チ ェ の 批判を通 して ワ
ー

グナ
ー を理解した マ ン が ､ 民族や 国家

を盲信 して い る とは到底考えられな い が ､ 時代 の 中 で 人と文学 は生き る ｡

新皇帝ヴイ ル ヘ ル ム ニ 世 は 『マ イ ス タ
ー ジ ン ガ -

』 公演に臨席 し ､
バ イ ロ

イ ト は ｢ ドイ ツ 芸術の 驚くべ き勝利 で ある+ と称え
13)

､ 世紀の 変わり 目を
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契機 に社会層の 分裂 が深ま る に つ れ ドイ ツ ･

ナ シ ョ ナリ ズ ム は高揚して ゆ

く ｡ 『大公殿 下』 以後第
一

次大戦 に い たる まで の マ ン の 著作 には
､

一

方七

決然と して い る と 同時に ､ 時代 に押 し つ ぶ さ れ て ｢ 民族 v ol k と の 和解+

とも い え る錯綜 したあり方を強 い られ て い る様相が見 えて く る ｡ それ を明

確 に示 して い る の が ト ー マ ス ･ マ ン の 最初 の ワ
ー

グナ ー

論 ､ 『演劇試論』

19 0 7 で あ る ｡

こ の 論文はまさ に ワ
ー

グナ
ー

との ア ン ビヴ ア レ ン トな対決 と い え る ｡ 論

文の 前半で は
､

ニ ー チ ェ の 批判 ､ 感覚的な舞台で の ワ
ー

グ ナ
ー

･ オ ペ ラ の

体験 が愚鈍さ 一

民族賛美 - しか もた らさな い こ と が非難され ､ 批判的的確

な言語 に よる記述 ､ ｢ 文学+ に よる 認識の 優位が力説される ｡ と こ ろ が後

半､ 論旨は
一

転する の で あ る ｡ ワ ー グ ナ
ー の 理論的著作 『俳優と歌手に つ

い て』 1 87 1 に基 づ い て ､ ｢ 民衆/ 民族 v ol k 演劇+ へ の 回帰が主題と なる ｡

こ れ は民族 の 起源 へ の 回帰をめ ざす ロ マ ン主義の 歴史理論を想起させ る ｡

さ ら に ｢ 感覚的な 同質性+ を民衆 の ｢ 代表+ と して 体現する アイ ドル 女優

が とりあげられ ､ 彼女 は ｢象徴+ と して ｢ 無邪気な観客たち+ に共同体 -

の 帰属感をあ たえ て い る とさ れ る
1 4'

｡ 論文の 末尾 は ｢大衆 M a s s e を民族

V ol k へ 聖化+ す る ｢ 民衆/ 民族演劇 V olk st h e a t e r+ へ の 期待で 終わ っ て

い る
15)

｡ ワ ー

グ ナ
ー

の 意図で は ｢ 民族演劇+ と は バ イ ロ イ ト で の 自作 オ ペ

ラ の 上演 に他ならず､
マ ン は近年の 類似 の 民衆の 演劇運動の復活に つ い て

報告して い る ｡

一

方で は決然と した ワ
ー

グナ ー 批判がなさ れ る ｡ それ は1909 年か ら書き

続けられ た時代批判の 断片に 明確に表現され る ｡
マ ン は決して ニ ー チ ェ に

学ん だ ワ
ー

グナ
ー

認識 と批判をなお ざりに して い た わ けで はなか っ た ｡ そ

の 例 を い く つ か挙げる
｡

｢ 文学に対する 敵意 は ､ ドイ ツ 人 には生得の もの だ｡ ミ ュ ン へ ン にお ける

文学の 役割｡ 恐れ ､ 不気味だ と いう感覚｡ 『芸術』 の 反対物｡
ベ ル リ ン の

事情はミ ュ ン へ ン より良好で あ る ｡
ベ ル リ ン で は明断さ ､ 機知､ そ して あ

らゆ る種類 の 文化的努力 が文学を迎え 入れ て い る ｡ … ワ
ー

グ ナ
ー

は文学
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に敵対して い る と い う点 で き わめ て ドイ ツ 的だ ｡ … ワ ー グ ナ
ー は もち ろ

んス ノ ッ ブ で はな い
｡ デ マ ゴ ー

グ だ｡ どの ような芸術 家も ､ 彼が 『マ イ ス

タ ー ジ ン ガ
-

』 で お こ な っ た よう に 民衆 V ol k に色 目 をつ か っ た り しな か

っ た ｡+
16)

｢ 殊に わ が 国に お ける 『文学』 の 必要性｡ … 『文学』 の ス ピノ ザ 的効果 ｡

情動を分析する こ と に よ っ て ､ そ の 情動から解放さ れ る こと ｡+
17)

｢ 偉大な作家 は ､ 直接的な ､ 感覚に訴える表現 に よ っ て で はなく ､ 言葉 に

ょ っ て語 り ､ 言葉に よ っ て 分析し記述する ｡
こ の ような世界と人 間心理 の

認識者を芸術家と呼んで はならな い の だ ろうか ｡
ベ ル ヌ ス の ような影絵劇

の
一

寸法師を芸術家と い える の か ｡ 国民 と い う偏狭な視野 しかも た ぬ ､ 馬

鹿げた時代 の 動向 に甘や か され て ､ 威張りか え る 人物 の何 と恥知らず の こ

とか ｡+
18) ベ ル ヌ ス と は先の 『演劇試論』 で挙げられた民衆の 演劇運動の 指

導者で あ る ｡ 190 9 年 ､
バ イ ロ イ トで 『パ ル ジ フ ア ル』 を観劇した後 に ､

マ

ン は ワ
ー

グ ナ
ー

･ オ ペ ラ へ の 情熱 が衰え て き た こ とを告白 し､ 1 9 1 1 年に は

『神々 の 黄昏』 の リ ハ ー サル を観て ､ ｢ こ の ような上演を聖な る もの と で

きる の は ､ 野蛮で 精神的 に半ば盲目の 国民 しか ありえな い+ と怒りを記 し

て い る
19)

｡ や はり ｢ ワ
ー グナ

ー は ドイ ツ で は誤解 さ れ て い る+ の だ｡ 1 9 1 1

年には第二 次モ ロ ッ コ 危機が起き ､ ナ シ ョ ナ ル な感情が明らか に国中 に高

ま っ て い た ｡

しか し他方 ､ こ の 批判 ､ 本来デカ ダ ン ス の 魔力 をも つ ワ
ー グナ ー の 作品

が国民的に賛美されて い る こ とに対する批判 には ど こか 暖昧さがま と い つ

い て い る ｡ 理由は ､ 本来 マ ン を捉え た ワ
ー グナ ー ･ オ ペ ラ の ｢ 死 と美+ の

世界 へ の 超越 の 魅惑は ､ 作家と して ｢ こ の 世界 に踏み と どまる+ マ ン の｢ 自

己克服+ の 対象だ が ､ しか し この 彼岸 へ 誘う美的魔力 は ､ 政治的な ｢ 個+

の 死 ､ ｢ 死+ を通 して ｢ 民族共同体+ へ 自我を埋没させ て しまう魅惑と ど

こ か で つ なが っ て い る からで ある ｡
ニ ー チ ェ の ワ

ー

グナ ー 批判と自己克服

の 思想 の も つ 困難さ ､ ト ー マ ス ･ マ ン が こ れ を は っ きり と認識 し ､
ロ マ ン

主義の 美学と政治を分離する ため には ､ 戟争を体験 し､ 民族主義運動 の 非
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人間性をさとり ､ 『魔の山』 で 思考を重ね ､
ロ マ ン 主義 の 盟友プフ ィ ツ ツ

ナ - との 絶交を経る必要が あ っ た ｡ それ は19 20 年代 に な っ て からで あ る ｡

19 1 1 年に善か れ た 『リ ヒ ヤ ル ト ワ
ー

グナ
ー

との 対決』 が ､ ｢ 信頼 の 念

に欠けた愛+ と い う マ ン の 根本的な ワ ー グナ ー 認識 を核と し ､ ワ ー グナ ー

芸術 の 退潮と ｢新たな古典時代の 到 来+ を待望する ワ ー

グナ
ー 批判で ある

に もか か わらず､ どこ か暖昧で 中途半端な印象を残すの は ､ ｢ 自己克服+

が自分 の 困難な闘 い に よ っ て で は なく時代 によ っ て も たらさ れ る こ と をこ

の ｢ 批判+ は願 っ て い る か らで ある ｡ こ の ｢ 古典時代+ は来る べ き戦争の

予感とさえ思 われ る ｡

｢ 私 は ､ 芸術的幸福 ､ 芸術 的認識と い う点で ､ リ ヒ ヤ ル ト ワ ー グナ
ー

に

負 っ て い る も の を決 して 忘れ る こ と は で きな い
… 私の 彼 に対す る愛 は伝

頼の 念に欠けた愛で あ っ た
- こ れ も

ー

つ の 関係で あ っ た ｡ 懐疑的で ､ 明断

な ､ ほ と ん ど憎悪 に 近 い と同時に全く情熱的 で生命 の 魅力 に満ち た関係で

あ っ た ｡ … 芸術 作品の 優秀さ は効果手段の 比類 の なさ にある ､ とか つ て

信 じたが ､ 今 日も はや私は信 じる こ と は で きな い
｡ ドイ ツ精神の 夜空 に輝

く ワ
ー

グナ ー 屋 が落下 しつ つ ある こ と を､ 私 は知り たく思う｡ … 2 0 世紀

の 名作に思 い を馳 せ る と ､ ワ
ー

グ ナ ー 的なも の と は本質的に異なり ､ 形式

豊 かな明朗なも の が ､ 厳 し い と同時に快活なも の が ､ だ が はる か に健康的

で あ る精神性をも っ たもの が､ 偉大さをバ ロ ッ ク 的巨大さの なかに ､ 美 し

さを陶酔の なか に探 し求めな い ある もの が 一 新 しい 古典時代が到来する に

ちが い な い
｡

しかし ､ 依然と して ､ 思 い がけず､ ワ
ー

グ ナ
ー

作品 の
一

つ の 音響が ､ 関

連 に満ちた ワ
ー

グナ
ー の 表現が ､ 聞 こ えて くる と ､ 私は喜び の あま

.
り は っ

とする ｡ 郷愁 と青春の 思 い 出 が心 に ときめく ｡ そ して 再 び昔の よう に ､ 私

の 精神は ､ 賢明 で巧 妙な､ 憧れ に満ち た ､ 老滑な魔力に屈服する ｡+
2 0'

小説 『ヴ ェ ニ ス に死す』1 91 2 の 中で こ の ｢ ワ
ー

グ ナ ー 批判+ は重要な役
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割を演 じる ｡ 今や ｢ 巨匠+ と世人 に認め られ ､ 教 科書 に そ の作品が採用 さ

れた小説家 ア ッ シ ュ ン バ ッ ハ は ､ ヴ ェ ニ ス の 海岸で 裸身の 美少年を前 に｢ 洗

練さ れき っ た 1 ペ ー ジ半の 散文+ を書く ｡
これ が先の エ ッ セ イ で あり ､ 彼

は こ の ときほ ど ｢ 言葉のうち に含まれ る エ ロ ス を+ 感 じと っ た こ と はなか

っ た
21)

｡ 彼の ｢ 巨匠+ - の 道は ｢ 懐疑と ア イ ロ ニ
ー

か らくる す べ て の 抑制

を乗り越えて ､ 意識 して昂然と威厳+ を得る こ と で 勝ちと っ たも の で ある ｡

｢ 知識 が ､ 意志 を ､ 行為を ､ 感情を ､ そ して 情熱すら少しで も麻痔さ せ 阻

喪さ せ辱め る傾向を見せ る 限りは ､
こ の 知識 を否定 し､ それを大胆に 乗り

越え て 行くと い う決意+
2 2) と い う の が こ の ｢ 巨匠+ の ｢ 決断+ なの で ある ｡

こ れ は ニ
ー

チ ェ の ワ
ー

グナ ー 批判 一 死 と実の 彼方 - 超越する 甘美な情動か

ら､ 懐疑と ア イ ロ ニ
∵ に よ っ て 引き返すこ と ､

つ まり ｢ 自己克服+ する こ

との 否定で は ある ま い か ｡

- ト ー マ ス ･ マ ン は こ の 一 節の 最後 に ｢ こ れ は

倫理 的単純化を意味しな い だろうか ? + と疑問を付 して い る ｡ ｢ 巨匠+ は

こ の 美少年 へ の
.
｢ 愛+ ゆえ に コ レラ の 蔓延を知り なが ら ヴ ェ ニ ス に留まり ､

死 ぬ
｡

マ ン が
一

節の 最後に書き加えた 一

文は ､ デ カ ダ ン ス の 魅惑を ､ 世人

に ｢ 巨匠+ と認め られる こ とで ､
つ まり ｢ ドイ ツ 人の 誤解+ で 克服 し よう.

とする試 み の 失敗を予告す る ､ や はり ヴ ェ ニ ス で 死 ん だ ワ ー グナ
ー に対す

る ､ また 同時 に ｢民衆/ 民族 V olk と の 和解+ に引か れ る 自己 に村す る批

判で ある にち が い な い
｡ しか し ､ 実の 魅惑の 前 で書く ｢古典時代+ へ の 期

待､ そこ に
一

切 の デ カ ダ ン ス を 一

掃する ｢ 戦争+ へ の 予感を読む こ と はで

きな い だろうか ｡

2 第
一 次世界大戦

開戦時の 熱狂的な ドイ ツ ･ ナシ ョ ナ リ ズ ム の 高揚感の なか で ､ ト ー マ ス

･ マ ン は即座 に 『戦時の 思想』 1 91 4 を書 き ､ 帝国期の 社会層の 分裂と倫理

的混乱､
い わ ば社会的 一｢ デカ ダ ン ス+ からの ｢ 浄化と解放と途方も か ､ 希
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望+ を吐露する ｡ 大衆から孤立 し､ 孤独な美に 陶酔する ｢ デ カ ダ ン ス+ の

作家 は ､ 国民 の 戦争と いう事実に対する ｢懐疑や ア イ ロ ニ
ー

+ を放棄 し､

ナ シ ョ ナリ ズム に 熱狂す る ｢ 民 衆/ 民族 V olk+ に身を寄せ て い く の で あ

る ｡

｢ 開戦 の ときを想 い 起 こそう ｡ われ わ れは戦争が起 こりうる と は信 じられ

な い で い た ｡ われ われ の 政治的洞察は不十分で ､ ヨ
ー ロ ッ パ の 破局 の 必然

性 を認識 しえなか っ た ｡ しか し倫理的な存在と して - そう ､ そ の ような存

在と して ならわ れ われ は試練が訪れる の を予知して い た ｡
い や それ どこ ろ

か何 らか の 仕方で熱望 して い た の だ｡ 心 の 奥底 で ､ もう こ の まま で は世界

は ､ われ わ れの 世界 は立ち行か な い こ とを感じて い た の だ ｡ … 道徳的反

動が ､ 道徳的再構築が開始さ れ ､ 準備さ れ た ｡+
2 4)

こ の ｢ 道徳的反動､ 道徳的再構築+ こそ ア ッ シ ュ ン バ ッ ハ が願 い 挫折 し

たもの だ っ た で は か ､ か｡ マ ン はさらに18 世紀 の フ リ
ー

ド.) ヒ ニ 世の 7 年

戦争を現下 の 戦争の 歴史的先例 と見 ､ フ リ
ー

ドリ ヒ ニ 世 は プ ロ イセ ン 王 で

しか なか っ た に も かか わらず､ ドイ ツ の アイ デ ン テ ィ テ ィ をテ ー マ に 『フ

リ
ー ドリ ヒ と大同盟』19 1 4 なる 戦争 エ ッ セ イ を書き継ぐ｡ しか し開戦から

半年近く経過して 善か れ た こ の エ ッ セイ に は ､ すで に ､ 人 間を甘美な死 一

美の 陶酔に よ っ て で あれ ､ ｢ 祖国の ため の 死+ で あれ ー へ 誘うも の へ の ニ

ー

チ ェ の 批判と自己克服 が ､ わずかながらも熱か ら冷め て鋭 い 刃を現 わ し

て いろ ｡ それ は フ リ
ー

ドリ ヒ 大王 に対する アイ ロ ニ カ ル な描写に 典型 的に

表れる ｡ ｢ 柔弱で かなり淫蕩な哲学者が … 熱烈な兵士 となりか わ っ た ｡+

しか し ｢ 彼の 強烈な意志 ､ 無類 の 仕事熟に は -

健康で ま っ とうな人間の 感

覚に と
‾

っ て は - 何か 冷笑的 で不毛 な.も の ､ 非人 間的で 生命に 敵対的なもの

がある の で はな い だ ろうか ｡+
25)
描写 の 前半はむ ろ ん フ リ

ー

ドリ ヒ 大王 の 転

向に 関する もの で あり ､ ヴ ェ ニ ス の ｢ 巨匠+ の 成熟 へ の ｢ 決断+ を引きず

つ て い る ｡ しか し後半､ プロ イ セ ン 王 にむけた アイ ロ ニ カ ル な視線には ､

ニ ー チ ェ の ワ
ー

グナ
ー 批判か ら学ん だ マ ン本来の 懐疑的認識を感じとる こ

とが で き る ｡ 熱烈な兵士 の ､
つ まり戦争に よ る ｢ 道徳的再構築+ には ｢ 非
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人間的で 生命 に 敵対的なもの+ が ある の だ｡
こ れ を単純な戦争賛美の 書と

言えようか ｡

ト
ー

マ ス ･ マ ン は このフ リ
ー

ドリ ヒ に関す る論考を最後に ､ 開戦前か ら

とりかか っ て い た 『魔 の 山』 の 執筆にも ど っ た ｡ と こ ろ が 開戦 の 翌年 ､ 兄

ハ イ ン リ ッ ヒ ･ マ ン が弟に襲い か か っ て き た の で あ る ｡
ハ イ ン リ ッ ヒ ･ マ

ン は ､ 左翼知識人 の 代表者と して 開戦当初 か ら反戦 ､ 平和､ 民主主義を主

張して い た ｡ その 兄が ､ 1 9 1 5 年に『ゾ ラ論』を書き ､ ドレ フ エ ス 事件で｢ 人

権､ 自由､ 平等+ を主張 し ドレ フ ユ ス 擁護 に に 立 っ た文学者ゾ ラ の 行為を ､

｢ 文明+ の 立場 に立 つ 文学者の 模範的行為と して 熱烈 に論 じた ｡ もち ろ ん

検閲を意識 して 自分を ゾラ に模 した の で ある ｡ 問題 はそ の 叙述の 一

部 に 直

接弟を対象と した と しか思 われ な い 中傷 ･ 攻撃が ふ くまれ て い た こ と ､ そ

して何よ りも文学と政治を等位記号で 結ぶ ハ イ ン リ ソ ヒ の 文学観が ､

チ ェ の ワ ー グナ ー 批判 に学ん だト
ー マ ス ･ マ ン の それ とは全く相容れ なか

っ た こ と で ある ｡ こ の ハ イ ン リ ッ ヒ の 行為が
一

つ の 大きな契機とな っ て ト

ー マ ス ･ マ ン の 『非政治的人間の 考察』 が善か れる こ と になる ｡
こ の 経緯

か らは た んなる ｢ 兄弟間の 憎悪+ の 闘 い と い っ た意味よりも ､ 戦争と文学､

政治と文学の 関係 と い う より普遍 的な意味を読み と っ た方が い い
｡

ハ イ ン

リ ッ ヒ の 『ゾ ラ論』 か ら い く つ か核となる 文を引く ｡

｢2 0 歳代 の 初 め か ら … 如才なく 世 に出 る と い う の は ､ 若く して 枯渇する

連中の する こ と だ｡+
26)

｢ 文学と政治は同 じ対象､ 同じ目的をも つ
｡ 両者が 変質 して しまわ ぬ た め

に は互 い に浸透しあわねばな らなか っ た ｡ 精神と は人間 の ため になされ る

行為だ｡

-

しからば政治家は精神 たれ ｡ 精神の 人 は行動せ よ ｡+
27)

｢ 真理や 正 義と い う偉大な概念 に 対し て 君たち は い つ も巧妙な懐疑的態度

で の ぞ ん で い た ｡ ‥ . 彼 らは たくみ に 進歩を､ さ ら に は人 間性を
‾
も否定し

て い た ｡ . ‥

一 方､ 現 に存在する 危険なも の を否定する こ とな ど つ い ぞ彼

らの念頭 にな か っ た ｡+
28)

最初 の 文章は 『ブ デ ン ブ ロ
ー

ク家 の 人々』
,

以来代表作の を い ト
ー マ ス ･
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マ ン の 心 を い たく傷つ けた とお も われ る ｡ ｢ 真理や 正義+ に対 して ｢ 巧妙

な懐疑的態度で の ぞ+ んで い る と い う･表現も ､ ｢ 反戦 ､ 平和 ､ 人間愛､ 正

義+ をス ロ
ー

ガ ン に 著作を発表する ハ イ ン リ ッ ヒ の
､ 開戦前は｢非政治的+

で ありなが ら ドイ ツ の 戦争を擁護した ト
ー

マ ス に対する ｢ 巧妙な+ 皮肉で

あり ､ 攻撃で ある とおもえ た こ と だろう ｡ こ れ を機 に ト
ー

マ ス は い っ た ん

執筆に も ど っ て い た小 説『魔の 山』 を中断し ､ 時事的､ 政治的､ 自己省察

的論考で あ る 長大な エ ッ セ イ 『非政治的人間 の 考察』 を書く こ と に なる の

で あ る ｡

当時の ｢ 文明+ 対 ｢文化+ の 戦争と い うイ デ オ ロ ギ ー

の 言説に 巻き込ま

れて は い る もの の ､ 前述 の ハ イ ン リ ッ ヒ の 攻撃に対する マ ン の 反論 は ､ 『非

政治的人 間の 考察』 の 中 の ｢ 正 義と真理 に抗 し て+ お よ び ｢ 政 治+ ､ ｢ 美

徳に つ い て+ と遺 され た華中の 次の 主張に尽き ると おもわ れる ｡

｢ 意識 的に か き た て られた ､ 文学者流 の つ け焼刃 的な ､ 無理 に わめ きた て

た激情だけで はなく ､ 真撃な ､ しかも ､ おそらく は ア イ ロ ニ
ー

と ユ ー モ ア

の仮面 をか ぶ っ た激情だけが . . . 新 しい も の を ､
い ま だか つ て 存在 した こ

との な か っ た も の を生み だす こ とが で きる の だ 一

昔悩だけが ､ 苦痛だけが ､

浄化 の力をも つ 超個 人的なも の へ の 犠牲的な献身だけが ､ それ をな しうる

の だ ｡ ‥ . あな た は ､ 情熱や体験 が 『精神』 に ､
つ まりあな た の ラ デ ィ カ

ル な敦説に奉仕 しな い となる と ､ もう情熱や体験 に は敬意を払わず､ 罵倒

する だ けな の か ｡ そう だと した ら､ あな た はもう救 い ようが な い ! + < 正

義と真理 に抗 して >
29)

｢ 芸術 と政治と の 関係なるもの が存在する と して も ､ それは ､ 文明 の 文学

者が わ れ われ に信 じ こませ た が っ て い る の と は ま る で ち が っ た 関係 で あ

る ｡+ < 政治>
30)

｢ 懐疑や 罪の ほう が ､ 美徳や 理性の 尊厳よりも … デ モ ク ラ シ ー の 教師の

底抜け に明る い 男 ら しさ よりも ､ 生産的で あり､ 人 間を解放し自由 にする

力をも っ て い る ｡ わた しがお もう に ､

L
芸術家と は ､ 正道をはずれた もの や

深淵 に こ こ ろ を惹かれ ､ 危険で 有害なもの に た い して も こ こ ろ を開 い て い
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る感情と精神 の 冒険家で ある ｡+ < 美徳に つ い て >
31)

｢『美徳ぶ る こ と』 は ､ 発展や進歩や 時代 の 『生』 に対 す る 無条件 で 楽天

主義的な加担の こ とで ある ｡ 死 へ の
一

切 の 共感を拒絶 し ､ こ れ を最終的悪

徳と して ､ たま し い の 極限的悪徳 と して 否定 し ､ 断罪 する こ と で ある 0+

< 美徳に つ い て >
3 2)

マ ン の こ れ らの 文章に こ められ た意図は 明らか で あ ろう ｡ 反戦を声高に

叫ん だり ､ 平和や 善と い っ た書く前か ら分 か っ て い る こ と - ｢ 真理 や正義+ ､

｢ 美徳+
- を書くの が文学で はな い

｡ 真の 文学と は ､ 戦争 へ の 直接 的な抵

抗と は異 なる か たち で ､ よ り根源的なか たち で 戦争や悪 を根絶する力 に な

りうる もの だと い う こ と で ある ｡ 政治行為や モ ラ ル の 善悪 を こえて ､ 人間

性を
.
その 最も深く恐ろ し い と こ ろ で 認識 し表現する と こ ろ に文学あ る い は

芸術の 本領が ある ｡ だカモら文学者は悪 を拒まな い
｡ ｢ 新 し い もの を ､

い ま

だか つ て存在 した こ と の なか っ た も の を生 み だす こ と
. ‥

一

昔悩だ けが ､

苦痛だけが ､ 音争化の 力をも つ 超個 人的なも の へ の 犠牲的な献身だけが ､ そ

れ をな しうる の だ
｡+ 人間性をそ の 深淵 に お い て 認識す る

■
思考 と表現 の 苦

闘の なか で ､ 悪 はおそらく善に焼 き治される ｡ そ こ ま で落ちる こ と で初 め

て ｢ 人間を解放 し自由 に する力+ が生 まれ る
-

こ の ような文学観がお そ ら

く ､ ワ
ー

グナ
ー

の ｢ 死 と美+ の魅惑 へ の ｢ 愛+ を ニ ー チ ェ に よる批判 に よ

っ て ア イ ロ ニ カ ル に ｢ 認識+ し､ 作品 - と生還 して き たト ー

マ ス ･ マ ン の ､

兄 に対する 反論の 核心む子あ っ た にち が い な い
｡ ｢ 認識を ともなう･ 帰依､ 認

識 の 眼をも っ た愛+ ､
こ れ こ そが ワ

ー

グ ナ
ー

へ の ｢ 情熱 P a s si o n+ だ と い

う
33)

0 p a s si o n は受難､ 苦悩の 意味で もある の だ｡

しか し､ と こ ろ で マ ン は ､ 『非政治的人間の 考察』 執筆中 に 『ミ ュ ン ヘ

ン に お ける音楽』 19 17 と い う以下 に引用す る短 い な が ら問題多 い エ ッ セ イ

を書い て い る ｡

｢ ロ マ ン 主義的と は何か? 『冬の 旅』 な ら教えて くれ る かも しれな い
｡ そ

れ は民衆/ 民族 V olk 固有の ､ デ モ
ー

ニ ッ シ ュ な もの で ある ｡ それ は深く ､

それ にもかかわ らず誰にで も理解で き る芸術 で ある ｡ その 関 わる世界は高
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I

く ､ そ して 低 い
｡ 教養ある 者にも単純な者にも ､ 違 っ た風 に で はある が ､

息を呑ませ る ｡ そ れ はまとめ て ､ 兄弟の よう に結び つ ける芸術一 階級的怨

恨や社会的扇動に つ い て ま だ何も知らな い
､ ある い はも は

.
や 関知 しな い と

い う意味で ､ 民族芸術で ある ｡ すなわち国民芸術 で ある ｡ そう ､
ロ マ ン主

義的なもの と は 国民的なも の な の だ - ある い は ､ それ はすべ て に対する憧

憶､ すなわち ア ナ ー キ ー な時代 の ､ すべ て を結合さ せる もの ､

一 体化する

も の
､ 宗教､ 文化 へ の 憧憤で ある ｡ 何と言 われ て もかま わな い が ､

ニ ー ベ

ル ン グの 指環上 演 の 祝祭で の リ ヒ ヤ ル ト ･ ワ ー

グナ
ー は ､ とく に 『ライ ン

の 黄金』 に お い て ､
こ の 憧憤の 成就 にも っ とも近 づ い た ｡ ‥ .

こ の ドイ ツ

の 音楽家が ､ 彼 の 芸術 の 共同体を創造する力 に た い する信仰を断念する つ

もりもなく ､ そうする こ とも で きな い と し て も ､ 許さ れ る べ きだ｡ 彼は自

分 を国民的な芸術家と感 じる こ とがで き る ｡ 何故なら音楽は ドイ ツ にお け

る国民芸術 で ある ｡
い や む しろ こう言う べ きだ ｡ それ は 他の 力 ､ 文学や 政

治よりも ､ 結び つ け､

一

体化さ せ ようと い う希望をも つ こ とが で き る ｡+
3 4)

こ の ｢ 音楽+ に対する錬仰を綴 っ た エ ッ セイ を無視で きな い の は ､ 大戦

前 にマ ン が『演劇試論』後半で 明らか に した ｢ 民衆/ 民族 V olk - の 回帰+

が ､ 社会的分裂を回避 し国民を統合する 手段と して ､ ワ
ー

グナ
ー の 『ライ

ン の 黄金』 に よ っ て もう
一

歩 の と こ ろま で近 づ い て い る とされて い る から

だ ｡ ドイ ツ の ｢ 民族共 同体+ 形 成 に果 たす ｢音楽+ ､ すな わち ワ
ー

グナ ー

芸術 の 民族主義的役割が 明確 に 示さ れ て い る ｡ ト ー マ ス ･ マ ン は1 9 2 0 年代 ､

こ の ロ マ ン 主義的民族共同体をめ ざす運動お よ び理論と対決を迫 られ て ゆ

く｡ こ こ で シ
.

ユ
ー ベ ル トの 『冬 の旅』 が挙げら れて い る の は ､

マ ン が ､
ロ

マ ン 主義美学の 典型を 『菩提樹』 に認め て い る か らで ある ｡
マ ン は 『魔の

山』 の 第 7 章 ｢ 楽音 の 泉+ で ､ こ の 『菩提樹』 と ､ じつ は ワ
ー

グ ナ
ー

･ オ

ペ ラ と ､ それ が政治的 に如何 に 濫用され る か ､ その 民衆/ 民族性を徹底的

に分析する こ と で 決定的に村決する こと になる ｡



法政理論第3 8 巻第 2 号 (2 0 0 5 年) 5 1

3 1 9 2 0 年代 の マ ン の ｢ 転向+ と い われ るもの

1920 年代､ い わ ゆる ワイ マ ー

ル 共和国時代 の ト ー マ ス ･ マ ン とリ ヒ ヤ ル

ト ･ ワ ー グナ
ー の 関係を語 る 場合 ､ 19 世紀末以来の 時代と社会の 変動を抜

き に して は語れな い
｡ さ らに ワ

ー

グナ ー は ､ こ の 時期 にはす で に政治化さ

れ ､ 民族主義化され た < バ イ ロ イ ト > の ワ ー グナ ー で あ っ た羊とも付け加

えねばならな い
｡

国民国家統
一

から世紀 の 転換期 にか けて ､ ドイ ツ 社会は その 深部 にお い

て 根本的な地殻変動を経た と い われ る ｡ こ の 時代 は ､ 史上 か つ て な い 社会

変化､ 驚異的な都市の 膨張 ､ 大規模な人口移動､ 文化的混乱の 時代 で あ っ

た ｡
この 社会変化の 中で ､ それ ま で 閉鎖的な共同体 に保護され て 生 きて き

た 人々 は ､ 伝統の 根を央 っ て 大衆社会の 中 に投げ出 され た の で あ る
3 5)

0 2 0

世紀初頭はまた ､ 音楽の 分野 だけ で なく社会 ･ 思想的 にも ロ マ ン主義再評

価の 時代 で あ っ た こ とも注目 され ねばならな い ｡ 大衆の 無意識の 底 には ､

か つ て何 か に満たされ て い た時の 記憶と ､
い わ ば ｢ 家族+ と ｢ 故郷+ を喪

失した現代の ドイ ツ の ｢ 死+ が刻印されて い たの だ｡ 彼らの多くは ､ こ の

無意識 に 動か さ れ て ､ ｢ 死+ を軸と して ｢ 民族共同体+ - 自我を埋没 さ せ

て しまう魅惑､ ｢ 民族共同体+ と い う偽り の 結合を鼓吹する民族主義運動

に 拠り所を求め て い っ た の で ある ｡

と こ ろ で 『非政治的人間の 考察』 19 18 を刊行 した後､

一

時期保守主義的

思想家と の 接近もあ っ た後で ト
ー マ ス

･ マ ン は決定的な転回をと げる ｡ 前

章の 最後 に挙げた ロ マ ン 主義的 ｢ 民族共同体+ 観か ら の 転換 で ある ｡ それ

は前述 の 時代の 動向と は正反対の ベ ク ト ル をも つ もの だ っ た ｡
マ ン が19 2 1

年に書い た エ ッ セ イ 『劇場 と民族』 は ､
これを見紛 い ようもなく立証 して

い る ｡

｢ ワ
ー

グ ナ
ー とその作品 は ､ 民衆 (民族/ 国民) 劇場なるもの の 実現 が 間

近 に迫 っ て い る 限り ア ク チ ュ ア ル なもの で ある ｡ しか し､ そもそも『民族』

なる も の が存在する の だろう か? それ は当初 から ロ マ ン 主義的な概念､ 今
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日 で は ､ 政治的 に反動的な概念で はな い だろう か? 現代の 聴衆 である大衆

が ､ 劇場上演 にお い て 民族 - と聖化される と いう思考は ､ ご まか し ､ い や

根拠 の な い 夢想 で はな い の か ? +
36)

こ れ は 明らか に ､ ワ ー

グナ ー

の ｢ 民族+ 観を根拠に 『劇場試論』. 後半で

示され ､ 戦争末期の エ ッ セ イ で 示され た ロ マ ン 主義的 ｢ 民族+ 観の 否定で

ある ｡ こ れが決定的に重要なの は ､
マ ン は こ の ｢ 認識+ をも っ て こ の 後時

代 の 大勢 と対佃寺し ､
つ い に は ｢ 国民追放+ に ま で い た る こ と に な る か ら で

ある ｡ そ の 手始め が192 2 年 の 講演で あ っ た ｡

19 2 2 年､ ト ー マ ス ･ マ ン は講演 『ドイ ツ共和 国に つ い て』 で ､ 『非政治

的人間の 考察』 を 一

面的 に ドイ ツ民族主義の 書と して 読ん で い た保守陣営

の 期待を裏切 っ て ､ ワイ マ ー ル 共和国と民主主義の 支持を宣言す る
｡ 講演

の 冒頭で マ ン が語り かけようと した の は ､ 何と い っ て も ロ マ ン 主義と は異

なる新 たな ｢ 国民/ 民族 V olk+ の 概念だ っ た ｡ こ の 国民概 念の 根底 に は

ニ
ー

チ ェ に よ る ワ
ー

グ ナ
ー

批判 - ワ ー グナ ー

の 作品 は決 して ｢ ドイ ツ ら し

さ+ を体現する の で はなく ｢ ヨ
ー ロ ッ パ の 洗練され た文化+ と い う普遍性

を有 し て い る (『ニ ー チ ェ 対 ワ ー グ ナ
ー

』｢ ワ
ー

グ ナ
ー の 所 属す べ き と こ

ろ+)
- が根本にあり ､ ドイ ツ 民族性の 頑迷な 固執 に警告を発 して い る ｡

｢ お よそ偉大さの 支配する と こ ろ で は ､
い か に 普遍性 へ の 没頭があ ろうと

も ､ か ならず国民的相貌が姿を現わ します｡ 少なくとも私たち ドイ ツ 人の

間で は ､ 基本原則に よ れ ば､ 自己を失う者は自己を保持する が ､ 自己を保

持し ようと努め る 者は自
.
己を失う ､ すな わち野蛮の手に 落ち る の です ｡+

37'

前線から戻り ｢ 野蛮+ な民族主義者の 手 に 落ちようと して い る 若い 聴衆

に ､ ト ー マ ス ･ マ ン は こ こ で ｢ ナ シ ョ ナリ ズ ム と普遍主義の 共存+ に気づ

かせ ようと して い る ｡ 真の ｢ ドイ ツ らしさ+ と は ､ ドイ ツ性と普遍性 ､ ド

イ ツ の 共和国で あり民主主義の 受容で ある と ｡

と こ ろ で こ の 講演 の 真髄は ､
ヨ ー ロ ッ パ の 民族 ( 国民) 戦争を経た マ ン

が ､
ロ マ ン 主義的な ｢ 民族+ 概念の 政治イ デ オ ロ ギ

ー

性に つ い て 次の よう

に指摘 し､ 明確 に否定して い る と こ ろ に ある ｡
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｢ 戦争は ロ マ ン 主義で す｡ 戦争に内在する神秘的詩 的要素を否定した もの

はか つ て ありませ んで した ｡ しか し ､ 戦争が今 日愚劣な ロ マ ン 主義 と化 し

て い る こ と を否定する とすれば､ それ は頑迷な態度で し ょう ｡ 戦争 とはあ

ら ゆ る残忍下劣な ､ 文化や思想 とは絶村相容れな い よう な民族的要素 の 凱

歌 で す｡+
38)

こ こで マ ン は ､ 人を彼岸 へ 誘う ロ マ ン 主義的な ｢ 死 と美+ の 魅惑は ､ 単

に芸術 上で の 個人的な美の 次元 に と どまらな い こ と ､ ｢ 民族の祖国の た め

に 死+ ぬ戦争の ｢ 愚劣な ロ マ ン 主義+ の 魅惑とな っ て 国家 に政治利用 され

る 危険性をお びる こ とを ､ 第
一

次大戟と い う大量殺戟戦争の 経験を通 して

認識 して い る ｡ しか し ､
マ ン が ロ マ ン 主義的思考の 美的次元 と政治的次元

と の 錯綜した 関係 に つ い て 考え抜き ､
ロ マ ン 主義 の 現代 における危険性に

つ い て 明確 に認識 し ､ 記述する にた め に は ､ 『魔 の 山』 の 執筆と い う大き

な精神的経験が必要だ っ た ｡

マ ン が 共和国支持を公言 した翌年 ､ 1 9 2 3 年は危機の 年で あ っ た ｡ 賠償不

履行を理由に フ ラ ン ス は ル
ー

ル 地帯を占領 し､ 住 民 と ドイ ツ政府の 抵抗も

イ ン フ レ ー シ ョ ン の 高進 に よ っ て挫折 を余儀なく され る ｡
こ の ときの 国民

の 深 い 屈辱感 と無力感は民族主義勢力の 影響力を い っ そう増大させ る こ と

に なる ｡
こ の 年ヒ ト ラ

ー はすで に ナチ ス の 支部が で き て い た バ イ ロ イ トを

訪れ ､ 10 月 1 日 ､ ワ ー グナ ー
ー

族の 住むヴ ァ
-

ン フ リ ー

トに招待さ れて い

る ｡
ヒ ト ラ

ー

は｢ 心 からの 畏敬の 念を しめ し ､ 若き 日の『ロ ー エ ン グリ ン』

体験を感激に 満ちて 語り ､ 知識豊 かな ワ グネリ ア ン と して ふ る ま っ た+ と

い う
39)

｡
バ イ ロ イ トと ナチ ス との 結び付き が こ こ に 始ま る ｡ 翌192 4 年 7 月

2 2 日 ､
バ イ ロ イ トは中断して い た祝祭を9 年ぶ り に再開する ｡

こ の とき バ

イ ロ イ トの オ ペ ラ ･ ハ ウ ス の 上 に は誕生 した ばかりの 共和国の 黒赤金 の 旗

で は なく ､ 黒白赤の 旧帝国 の 旗が掲げられ て い た ｡ 指揮者ク ル ト ･ ジ ン ガ

- は外国人 ､
ユ ダヤ人 の ほと ん どい な い 客席を見て ｢ 祝 祭の 栄光が芸術 的
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なも の か ら政治的なもの へ
一

変した の で は な い か+ と不安を覚えて い る
40)

｡

指揮者の 危倶 した とおり ､ 『マ イス タ ー ジ ン ガ - 』 の 最終幕､ ｢ たとえ神

聖 ロ ー マ 帝国は雲散霧消 し よう とも ‥ .+ の 歌が終わ っ た直後 に観衆は総

立ち となり ､ 国歌 とな っ て い た D e u t s c h l a n dli e d を三 節続けて 大声で 歌 っ

た ｡ とく に 第 一 節の 詩句 ｢ マ ー

ス か らメ - メ ル ま で ､ チ ッ チ ェ か ら ベ ル ト

まで+ が歌わ れ た こ と はナ シ ョ ナリ ズ ム の 示威運動以外の な にもの で もな

か っ た
41)

｡ こ の ス キ ャ ン ダ ル は左 翼やリ ベ ラ ル な新聞 の 抗議 をまきお こ し ､

『バ イ ロ イ ト の 将来に つ い て』 と い う新聞ア ン ケ
ー

ト に対し て ト
ー

マ ス ･

マ ン は こう答えて い る ｡

｢ ワ
ー

グ ナ
ー

に対する私 の 関心 は決して や む こ とがな い
｡ 彼 の 作品を耳に

する度に ､
こ の 巧妙で力強い 芸術の つ くり だす世界の 抗 し難 い 魅力を思 い

知らさ れる ｡ 我々 は こ の 芸術 に よ っ て 依然 と して 勝利をお さめ て い る 0+

と生涯絶え る こ と の な い ワ ー グナ ー 作品 へ の 関心を打ち 明けた後､ ｢ しか

しバ イ ロ イト は別 だ+ と ､ も は や民族主義者 ､ 国粋主義者 ､ ナチ ス の 聖地

とな っ た バ イ ロ イ トに抗議 して い る ｡ ｢ 今日我 々 の 前 に ある バ イ ロ イ トに ､

私は
一

切興味を ひか れな い
｡ 世界も決して 二 度と バ イ ロ イ トに 関心をも つ

こ と はな い だ ろう と ､ 私 は信 じ ざる を待な い
｡+

4 2)

この 時期の バ イ ロ イ ト は ワ イ マ ー ル 共和国に 反村 する反動勢力 の 中心で

あり聖地とな っ て い っ た ｡ こ の こ と に マ ン 以上 に 嫌悪 をお ぼえ て い た者は

い な い
｡

ヒ ト ラ ー が ヴ ァ
- ン フ リ ー トの 一 族に ､ 心から歓迎さ れ受け入れ

られた とき ､ すで に 共和国支持を表明 して い た ト ー マ ス
･ マ ン対 バ イ ロ イ

トと い う ､ 政治的動機を原 因と した戦線が開か れ たと い っ て も い い い
｡

大戦前 に執筆が は じめ られ ､ 『非政治的人 間の 考察』 で
一 旦 中断され書

き継が れ た 『魔の 山』 は192 4 年末に刊行され た
｡ 『魔の 山』 の 主人公 ハ ン

ス ･ カ ス ト ル プは ､ 3 週間の 予定で ､ 生まれ 育 っ た ハ ン ブル ク か らス イ ス ､

ダヴオ ス の 高地 に 昇 っ て く る ｡ 造船会社 の エ ン ジ ニ ア と して 職 に つ く前に

サナ トリ ウ ム で 療養して い る 従兄弟を見 舞う予 定だ っ た ｡ そ して 結局 7 年
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聞 この 地 で 過 ごすこ と になる ｡ /ト説 『魔の 山』 は こ の 章の 冒頭で 述 べ た ド

イ ツ社会の ｢故郷喪失+ の 状況を抜き に は考えられな い
｡ ｢ 家族+ や ｢ 故

郷+ と い っ た土着的な伝統の根か ら切り離され た ｢ 死+ の 世界が『魔の 山』

の サナ トリ ウ ム の 小 説世界で あり ､ それ は現代 の 空虚さ ､ 目的の なさ ､ ア

イ デ ン テ ィ テ ィ をも つ こ と の 困難さ と い っ た ニ ヒ リ ズ ム を象徴 して い る ｡

ハ ン ス ･ カ ス トル プはそ の ｢ 死+ の 世界に ど っ ぷ り ひた っ て 7 年間を過
‾
ご

す の で ある ｡

｢ そう だ! 注意 しろ ! 転機が来た ぞ! +
43)

と 7 年目 に ハ ン ス ･ カ ス ト ル

プは叫ぶ ｡ それは こ の 長編小説の 第7 章第 7 節 ｢ 楽音の 泉+ にお い て で あ

り ､ 7 の 数字の 重なり は マ ン が こ の 節 に重要な意味を こ め て い る こ とを意

味する ｡
つ まり こ こ で マ ン は ｢ 生+ へ の 帰還 の ため に ､ ワ

ー

グナ
ー 芸術の

ロ マ ン 主義 ､ それ がも つ 政治的力 と ､

_
現代と い う時代 の 空虚 に 中で ､ 対決

する の で あ る ｡

サ ナトリ ウ ム は療養客の 娯楽の ため に最新流行の ｢ 電蓄+ を い れ る ｡ 百

枚以上 に もお よ ぶ レ コ ー ドの 取り扱 い 係 に な っ た の は ､ 他 で もな い 当の ハ

ン ス
･ カ ス トル プで あり､ 彼 の その 中 に ｢ も っ とも心を揺り動か さ れ ､ 愛

情を覚える+
一

枚を見 い 出す の で ある ｡ そ れ は シ ュ
ー ベ ル ト の 『菩提樹』､

｢ 泉の ほ とり+ で あ っ た ｡ レ コ
ー

ドの 中 に は ｢ 素朴な民謡+ もあれ ば芸術

家の高度
■
な意識的な作品もあ っ た ｡ シ ュ

ー ベ ル ト の 『菩提樹』 はその 中間 ､

｢ 民衆に 愛さ れ て い る と同時に 芸術 的な傑作+ ､
い わ ば ｢ 人為的民謡+ で

ある とさ れ る
44)

｡

ハ ン ス ･ カ ス トル プが 『菩提樹』 に魅 か れ た理由は何で あ っ たか ｡ それ

は 7 年間にもわ た る 『魔の 山』 滞在中 に お こな っ た感情的 ､ 精神的冒険 -

マ ン はそれ を ｢ 陣取り+ と名づ ける 一 に よ っ て ､ ｢ 泉の ほ とり+ の 象徴す

る 世界､ その 世界を讃嘆する歌 ､ それ に対する彼 の 愛に ｢ 懐疑+ を覚え る

こ とを知 っ たから で ある ､
と マ ン は説明する ｡ しか し ｢ 泉 の ほとり+ の 世

界に ｢ 懐疑+ と は! マ ン はすぐ続けて そ の 理由を説 明 し､ ｢ こ の 歌 の 背景

にならて い る 世界､ それ は死 で あ っ た ｡+ と断言する
4 5)

｡
マ ン が こ こ で 『菩
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提樹』 に 象徴させ て い る も の が ワ
ー

グナ
ー

の ロ マ ン 主義芸術 で あ る こ と は

容易に知れ よう ｡

｢ しか しそ んな馬鹿げた話 はな い ! + ｢ 泉の ほ とり+ は ｢ 民衆 V olk+ の

心情か ら生まれ た傑作､ ｢ 優 しさ の 極み ､ 可憐さその も の で はな い か! +

マ ン に よれ ば ｢ こ の 歌 は本来死 に対す る親愛感をあ らわすもの で はなく ､

き わ めて 民衆 V ol k 的な生命の 溢れたも の で あ っ た ろう ｡+ こ の 歌 を ｢ 愛+

して もか ま わな い
｡ ｢ しか し こ の 歌 に精神的な共感を寄せ る の は

､ 死 に対

する共感を寄せ る こ とな の で ある ｡+ マ ン は 『菩提樹』 と死 の つ ながり を

新鮮な果実の 比喰を用 い て ､ 時間すなわち歴史を理由に説明する ｡ た っ た

今 こ の 瞬間まで 新鮮で つ や つ や と して 健康で あ っ て も ､ きわめ て 痛みやす

く腐りやす い 果実 に似て ､ 時期をはずして 味 わえ ばそれ は腐敗 と死 をまね

く の で あ る と ｡
ロ マ ン 主義の 芸術 は ｢本来 は 生命の 木な の だ が+ ､ 現代 に

お い て は ｢ 死 をは ら ん で い る+ の で ある
4 6)

｡

た しか に ｢ 泉の ほ と り+ は ｢ 民衆 V ol k の 奥深 い 心情+ か ら発して い る ｡

しか し本来純朴自然な歌も ､ 19 世紀の 時代 の 発展ととも に 政治的な次元 を

も ふ くむも の へ 変わ っ て しま っ た ｡｢ わた したち はみ な この 魔力 に帰依し …

『菩提樹』 の 作者以上 の 天 才で なく て も ､ も っ と多く の 才能さ えも っ て い

たら ､ 魂の 魔術 師と して その 歌 に 巨大な輪郭を与え ､ 世界をそれで征服す

る こ とも で き よう ｡ お そらくその 歌 の 上 に幾 つ もの 国を建設する こ とが で

きる だ ろう ｡+
4 7)

v olk はもは や ｢ 民衆+ で は なく ｢ 民族/ 国民+ に なり ｢ 国

氏/ 民族国家+ の
一

員 とな っ て しま っ た ｡
マ ン は 『魔の 山』 を解く鍵 とな

る べ き第7 章第7 節で ロ マ ン 主義的実の 政治的危険性を 『菩提樹』 に たく

して 書 い たの で あ る ｡ 過去 や失 っ たもの
､ ど こ にもな い 菩提樹の しげる 家

郷 へ の懐か しさ ､ 言 っ て しまえば現実の 生 を超越 した ｢ 死 の 美+ の 世界 へ

の 魅惑が ロ マ ン 主義で
.
あ る ｡ しか し如何 に 現代 の 生の 空虚 さ に脅か され ､

彼岸 へ 誘われ ようと ､ 政治的な ｢個+ の 死 ､ ｢ 人為的民謡+ ならぬ 人為的

｢民族 V olk 共 同体+ へ 自我を埋没 させ て しまう ｢ 死+ の 魅惑 に捕えられ

て はならな い
｡ そ れ は ロ マ ン 主義の 美学の

､ 国家の 政治利用 で ある ｡ 『菩
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提樹』 が象徴する 世界､ その 世界 - の 愛､ それは ｢ 良心の か 一美の 観点か

らは ､ . おそらく最高の もの と祝福 されるだ ろうが ､ 責任をも っ て 思索する ､

生命に 対す る 親愛観の 持ち主 …
か ら は不信 の 眼で 見られ ､ 良心 の 究極の

判定に従うな ら ､ こ れ は自己克服の 村象な の で あ る ｡+ マ ン は節の 最後で

そう書 い て い る
48)

｡ 小説の 中で は ハ ン ス ･ カ ス トル プの ｢ 生+ へ の 帰還 が

近 づ い て く る ｡

1 9 2 5 年､ ト ー マ ス ･ マ ン は少し遅れ て50 歳の 誕生 日を祝う手耗をも らう ｡

それ は ロ マ ン 主義保守主義の 作曲家 ハ ン ス ･ プ フ ィ ツ ツ ナ
- か らの もの で

あ っ た ｡
マ ン は ､ 大戦中 ､ 19 1 7 年 に初演さ れ た プフ ィ ツ ソ ナ ー の オ ペ ラ『パ

レス トリ
ー

ナ』初演を聴き ､ 以後5 回もそ の 上演を訪れ て い る ｡ ｢ こ の『パ

レス トリ
ー

ナ』 が如何に わた し の 心 にかなうもの で あ っ たか ､ 言葉に は で

きませ ん ｡+ ( ブル
ー ノ ･ ヴ ァ ル タ ー 宛書簡)

49)
｡

二 人が根底的に 共感 しあ

っ た芸術 観､ それ は ､ ｢ 死 に お ける 美的なもの+ ､
つ まり ロ マ ン 主義の ｢ 死

へ の 共感+ で あ っ た こと を､
マ ン は印象深く 『非政治的人 間の 考察』 の 中

で 語 っ て い る
50)

｡ そ の 後個人的に相識 の 間柄 に なり ､ し ばし ば会う よう に

なる ｡ しか し19 2 2 年以後交友は と ぎれ て い た ｡

と こ ろ で プフ ィ ツ ツ ナ
- は こ の 誕生を祝う手紙で 交友を･絶 つ こ と を告げ､

そ の 理由を ト ー マ ス
･ マ ン の 政治的な態度に ある と述 べ る ｡ ｢ お そらくあ

な たが以前か ら感じて お られ た こ とを こ こ で 申し上げた い と思 い ます ｡ あ

な たの 最近の 公 的､ 『政治的』 な意見表明が ､ わ た しを苦 しめ ､ あなた と

距離を とらせ て い る の です ｡+
51)

< 公的な > ト
ー

マ ス ･ マ ン と は ､ 『ドイ ツ

共和国に つ い て』 で ワイ マ ー ル 共和国支持を公言 し､ 以後 ミ ュ ン へ ン や バ

イ ロ イ トの 動向に象徴される反動や ､ 民族主義運動 に反対する マ ン で ある ｡

マ ン は こ れ に対 して次の よう な返事を送 る ｡

｢ 無論私 は ､ 私 の 下 した新たな精神的な決断をあな たが我慢で
■
きな い かも

しれな い こ とを承知 して お りま した ｡ しか し少なくともあなた に は信じて

い た だき た い ｡ こ の 決心 は良き意志 にもと づく こ と - そ して 音楽家の もの

より厳 し い かも しれ な い 責任の 感覚からなさ れ た こ と を ｡ … お まえ は愛
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マ ス ･

.
マ ン の ｢ 悲惨の オル フ ェ ウ ス+ ( 皆川)

のカ に身を任せ て , 幸せ だ っ た … こ れ は誰 に で も文句なく許 さ れる こ と

で はありま せ ん ｡ … 現代 に生 きる 私たち は ､ ジ ャ
ー

ナリ ズ ム の 舞台で ア

ク チ ュ ア ル に ､
ニ

ー

チ ェ 対ワ
ー

グナ
ー の事例 を実行 して い る だけな の で す｡

ニ
ー

チ ェ は良心 の 判断 に よ っ て ワ
ー

グ ナ
ー か ら自分 を切り離 した の で すが ､

しか し死 ぬ まで ワ
ー

グナ
ー を愛 して い ま した ｡ 彼は ワ ー

グナ
ー 同様 に ､ 精

神的出自か ら言 っ て 遅 れて きた ロ マ ン 主義の 息子だ っ た の で す ｡ しか しワ

ー

グナ ー

が力強く幸福な自己賛美者､ 自己完成者で あ っ た の に対 して ､
ニ

ー チ ェ は革命的な自己克服者と して 『ユ ダとな っ た』 の で す｡+
5 2)

『魔の 山』 を書 い た マ ン は文学者の 責任を音 楽家よりも ｢厳 し い+ と書

い て い る ｡ ｢ お まえ は愛のカ に 身を任せ て ､ 幸せ だ っ た
‥ .

こ れ は誰に で

も文句なく許 され る こ と で はありませ ん+ と ｡ 前半の 文句 は 『ワ ル キ ュ
ー

レ』 第3 幕第3 場で 父 ヴ オ
ー タ ン が娘の ブリ ュ ン ヒ ル デ に別 れ を告げる台

詞 で ある
5 3)

｡ こ こ で マ ン は ロ マ ン主義に 固執 し ｢愛の 力 に身を任せ る+ プ

フ ィ ソ ナ
ー を ワ ー

グナ
ー

に ､ 自分 を ニ
ー

チ ェ に た とえ て い る ｡ 同 じように

ワ ー

グ ナ
ー

の ロ マ ン主義を愛 して は い る が ､ すで に新鮮さを失 い腐敗 した

現代の 状況で は自分 は｢ ニ
ー

チ ェ 対ワ ー

グ ナ
ー

+ で の こ 丁 チ ェ の ､ 『ユ ダ』

の 役割を果 たす ､ ｢ 自己克服者+ となる こ との 決意を伝え て い る の で あ る ｡

こ の 年 ｢ ミ ュ ン ヘ ン
ー

挟+ に 失敗 し収監さ れ て い た ヒ トラ ー が釈放され ､

7 月 ､ 初 め て バ イ ロ イ ト音楽祭を訪れる ｡ ト ー マ ス ･ マ ン は エ ッ セ イ 『コ

ス モ ポリ タ ニ ズ ム』 19 2 5 で ､
ニ ー

チ ェ の ワ
ー

グ ナ ー 批判 に拠 っ て ､
バ イ ロ

イ トと民族主義運動と の 結び つ き ､ ワ ー グナ
ー 芸術 の 国粋主義的解釈を批

判 し､ 警告する ｡

｢ ワ ー

グナ
ー は今日なお ､

バ イ ロ イト復興の 試み
L
にあ っ て ､ 穴熊の ご とき

ドイ ツ根性 の 庇護者､ 粗野 な愚直者の 代表者と して 混用 される可 能性が あ

る こ とを考えな けれ ばならな い - ボ ー

ドレ ー ル の ごとき ヨ ー ロ ッ パ の 洗練

され ､ デ カ ダ ン と い われた芸術家たちが ､ ワ ー

グ ナ
ー の作品 に歓声をあげ

た最初 の 人々 で あ っ た の に ! ワ
ー

グナ ー

が われ わ れ ドイ ツ人 の 間に引き起

こ した誤解 に つ い て ニ
ー

チ ェ の 放 っ たとて つ もな い 噺笑は ､ 私の 生涯の も
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っ とも強烈な批評体験と して 焼き付 い て い る ｡+
5 4)

5 9

19 3 0 年､ ドイ ツ は危機的状況 に あ っ た ｡ 世界恐慌 の 影響が先鋭化 し ､ 失

業率が増大し､ 街頭 で 政治闘争が闘われ た ｡ ナ チ ズ ム はす で に大衆運動化

し ､ 9 月 に お こ なわ れ た選挙 で は社会民主党に次ぐ第二 党に躍進した ｡ ト

ー マ ス ･ マ ン は本来朗読会と して 計画 され た10 月の ベ ル リ ン で の 催 しを変

更し ､ 『ドイ ツ へ の 呼び か け 一 理性 に訴え る』 と遺 した講演をお こ な っ た ｡

マ ン は こ の 講演で ､ ｢ 国民 ､ 民族､ 女化 の 思想 にた い する階級思想の 優位+
55)

を明言 し､ 現在も はや 活力を失 っ た市民文化の 側 より ､ 社会的階級理念の

方が より精神 に近 い 位置にある ､ ｢ ドイ ツ市民 が今日立 つ
.

J < き政治的な場

所は社会民主 主義の 側 にあります+
56)

と ､ 聴衆 に社会民主党支持を訴え た ｡

マ ン が大胆 に お こな っ た こ の 行動は ､ 直接会場 で ナ チ ス の 妨害をうけた だ

けで なく ､ 翌 日 『ドイ ツ 日報』 耗の 次の ような反論を被る こ と にな る ｡

｢ 彼が擁護 しよう と した古い ドイ ツ 市民層 は ､ 苦難 に耐え ､ 苦しみ ､ 没 落

し､ 死 に 絶え た よう に見え る ｡ 彼は こ の こ と に全く無知で ある
｡ 見よう と

も しな い
｡ … 彼が忘却 し て い る の は ､ ドイ ツ 国民 は農民 たち から ､ 農民

の 血か ら建立 さ れる こ と ､
こ の い まだ デ カ ダ ン に無縁の 血 か ら の み ドイ ツ

の 救済はも たらさ れる こ と で ある ｡+
5 7)

ト ー

マ ス ･ マ ン と ､ ｢ 民族共同体+ の イ デオ ロ ギ ー に雪崩をう つ 大衆と

の 禿離が歴然と現われて い る よう におもえる ｡
. その 意味で も マ ン と ナチ ス

の 民族主義運動を支持す る勢力 と の 対立 は ､
こ の 時点でも はや 決定的だ っ

た ｡ さら に ナチ ス が政権を奪取する 直前 の19 33 年 1 月半ば､
マ ン は ベ ル リ

ン の ｢ 社会主義文化同盟+ が予定 した労働者の 集会の ため に 『社会主義 へ

の告白』 と い う講演原稿を書い た ｡ 『魔の 山』 で ハ ン ス ･ カ ス トル プが え

た認識 が表現されて い る ｡

｢ 故郷 ､ 郷 土 ､ 祖国､ 民族文化と い っ た も の と の 結合はひ と つ の 自然な所

与の 事実 で あ っ て ､ そ の 意味で つ ねに神聖か つ 不壊で す ｡ しか しだから と

い っ て ､ 政治的社会的な生活 にと っ て ナ シ ョ ナ ル な理念が今日 もは や指導
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ー

マ ス
･ マ ン の ｢ 悲惨の オ ル フ ェ ウ ス+ (皆川)

権と未来を要求で きなし､ も の で ある こ とに変わりは
.
ありませ ん

｡
こ の 理念

に は英雄的な時代 がありま した ｡ それ が歴史的な使命をも っ た時代と は1 9

世紀 です ｡ そ れ は ひ と つ の 革命的な理念で ､ ドイ ツ で は その た め に投獄さ

れ る 時もありま した
｡ それ はあらゆ る面 に広がり ､ 政治的にも社会的に も ､

精神的に も ､ あら ゆる点で 実現 さ れ ､ その 生命を終えた の で す｡ それは過

去 の 理念で あ っ て ､ 未来の も の で はありませ ん ｡ もう それ を乗り越え て い

く よりほかな い の で す｡+
58)
集会は結局当局 に禁止 さ れ マ ン の 原稿も朗読さ

れずに終わ っ た ｡

4 1 93 3 年

『リ ヒ ヤ ル ト ワ ー グナ ー の 都市 ミ ュ ン ヘ ン の 抗議』 はまず4 月16 日 ､

｢ われわ れ ドイ ツ の 巨匠に外国で 加え ら れ た侮辱+ に抗議する宣言と して

ラ ジオ ･ ミ ュ ン へ ン か ら放送さ れ た ｡ 人 を介 して 放送 の 件を聞い た マ ン は

｢ 萎縮 し ､ すさ み切り ､ そ して 国民全体を脅か しか ねな い ドイ ツ国内の 精

神状態+ を感 じと る ｡ 同日『ミ ュ ン へ ン最新報知』耗 に掲載さ れ た『抗議』

全文を以下 に引用 する ｡
マ ン は18 日 に こ れを読み ｢ 恐怖と嫌悪の 混じ っ た

激し い 衝撃+ をうける
60)

｡

｢ ドイ ツ の 国民 的高揚が確固た る体制 を獲得 した今とな っ て は ､ 偉大な ド

イ ツ の マ イス タ ー

､ リ ヒ ヤ ル ト ワ
ー

グナ ー の 思 い 出を中傷から守ろうと ､

われ われが
一

般の 人々 に訴えか けた と して も､ も はや 人々 の 関心 をそらす

行為と は受け取られ か - だ ろう ｡ 私 たちは ワ
ー

グナ
ー を最も深い ドイ ツ 的

心情の 音楽的 ドラ マ 的表現 だ と感 じて い る ｡
こ の ドイ ツ の 心情が美学論議

を気取 る ス ノ ビズ ム によ っ て侮辱さ れ る の を私 たち は 許すわけに は い かな

い
｡ ト

ー

マ ス ･ マ ン 氏はリ ヒ ヤ ル ト ･ ワ ー グナ
ー 記念講演に お い て ､ その

ような侮辱を倣慢 に思 い 上 が っ て や っ て の けた の だ ｡
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マ ン 氏は不幸 にも ､ 以前の 国民的な信念を共和国成立 に際して 失い
､

コ

ス モ ポリ タ ン 的民主主義的見解と誤 っ て 取り替え て しま っ た ｡ それ どこ ろ

か ､ 氏は こ こから恥 じ入 っ て 自重する と い う教訓を引き出す ど こ ろ か ､ む

しろ 外国で ドイ ツ 精神の 代表者と して もて はや され て い る ｡ 氏は ブリ ュ ッ

セ ル ヤ ア ム ス テ ル ダム
､ その 他の場所で ワ

ー

グ ナ
ー

の 登場人物は 『フ ロ イ

ト精神
一

分析の 宝庫』 だ と い い ､ ワ
ー

グナ ー の 作品を 『最高の 意志 の 力 に

よ っ て 記念碑的なも の に まで 押し進め ら れ た デ イ レ ッ タ ン テ ィ ズ ム』 だ と

の たま っ て い る ｡ さ ら に ワ
ー

グ ナ
ー

の 音楽は ､ そ の オ ペ ラ
･

テ ク ス トが純

粋な文学で な い の と同様 ､ 純粋な意味で の 音楽で はな い
｡ それ は 『踊る よ

うな躍動感に 欠けた ､ 鈍 重な魂の 音楽』 で あり ､ 核心 にお い て ワ
ー

グナ
ー

に は ､ 芸術的セ ン ス の なさ と いう ようなも の が つ きま と っ て い る ､ と い う ｡

こ れ が記念講演で ある こ とが ､ す で に無理解な不遜で ある な ら､ ワ ∵ グ

ナ
-

の 音楽に対 し ､ 『世界 に通用 し ､ 世界 に受け入れ られ る』 と い う理 由

で ､ また 『ドイ ツ性 と現代性』 と が同時に共存 して い る と い う理由 で氏が

与えて い る何の 価値も無い
､ 思 い 上が っ た賞賛な どは ､

こ の 批評をさ ら に

許し難い も の に して い る ｡

私た ち の 偉大な ドイ ツ の 音楽的天才を こ の よう に 見下 す こ と を､ 私た ち

は何人 にも許すわけに は い かな い
｡ ト ー マ ス ･ マ ン 氏 に は無論の こと絶対

に許せ な い
｡ 氏 は ､ 共和制転向後 に 『非政治的人間の 思考』 を改作 し､ 重

要な箇所で正反対なも の に変えて しま
_

つ た こ とを自己批判 し ､ 告白する の

が最上 だろう ｡ 自らその よう に信頼 に催せ ず､ 無知で ある こ とを著作 の 中

で暴露 して い る 人物に ､ 不変 の価値をも つ ドイ ツ精神の 巨人 たち を批判す

る権利はな い
｡+

61 )

こ の 『抗議』 の 首謀者は州立 オ ペ ラ劇場 の 音楽監督 ハ ン ス ･ ク ナ ッ パ ー

ブ ッ シ ュ で あ っ た ｡ 『抗議』 の 2 週間前 ､ 彼は ミ ュ ン ヘ ン の 文化人た ち に

回状を送り 『抗議』 - の 署名を要求して い た こ とが 明らか に な っ て い る
62)

｡

前任者の ユ ダヤ人 ブル ー ノ ･ ヴァ ル タ
ー

が ｢ ドイ ツ の 音楽は ユ ダヤ 人 に は
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理解で きな い+
_
と い う ､ ミ ュ ン ヘ ン 音楽界の 反 ユ ダヤ感情に屈 して192 3 年

音楽監督を辞任し た後 ､ そ の 後継者とな っ た の がク ナ ッ パ ー

ブ ッ シ ュ で あ

っ た ｡ 彼 の ｢ 今日惨め に病ん だわれわ れの ドイ ツ にお い て ､ 神聖な ドイ ツ

の 芸術 の 名声 の た め に力を貸 して い た だ き た い+ と い う引き継 ぎの 挨拶

は
6 3)

､ 彼が反動的なナ シ ョ ナリ ス ト以外 の何者で もな い こ と を しめ して い

る ｡ 政治的理由で マ ン と交友を絶 っ た プ フ ィ ツ ツ ナ
- も マ ン に対する 『抗

議』 に 署名 した こ と は当然で あ る ｡

と こ ろ で 『抗議』 の 冒頭 の ｢ ドイ ツ の 国民的高揚が確固 た る体制を獲得

した+ と は ､
ヒ トラ ー の 首相就任と ､ 抗議の 3 週 間前に ｢ 全権委任法+ が

成立 し た ドイ ツ の 政治体制を意味して い る ｡ ミ ュ ン へ ン の 民族主義的文化

人たち は ､ ｢ マ ン 氏は ､ 以前の 国民 的な信念を共和 国成立 に 際して失 い
､

コ ス モ ポリ タ ン 的民主主義的見解 と誤 っ て 取り替え て しま っ た+ と いう表

現 が はか らずも示すよう に ､ 新たな権力者の保護の も と で ､ ト
ー

マ ス ･ マ

ン の1 0 年に わ たる 民主主義と コ ス モ ポ リ タ ニ ズ ム の 側 に た つ 講演や執筆活

動に 報復 しようと し たの で あ る ｡

『抗議』 の 非難 は ､
マ ン の ワ ー グナ

ー 像の 三 つ の 側面 に対 して なさ れ て

い る ｡ 1
. ト

ー マ ス ･ マ ン は ワ
ー

グナ
ー の 作品を ｢ フ ロ イ ト精神一 分析の 宝

庫+ と して 論 じて い る ｡ 2 . ワ ー グナ
ー の 作品を ｢最高の 意志 の力 によ っ て

記念碑的なもの にまで 押 し進め られ た デ イ レ ッ タ ン テ ィ ズ ム+ と評価 して

い る ｡ 3 . ワ ー グナ ー

の 作品を ｢ 世界に 通用+ し ｢ 現代性 をも つ+ も の と し

て ､ その ｢ ドイ ツ性+ を犠牲に高く評価 して い る
64)

｡

まず最初 の ワ ー グナ
ー の作品の 精神分析的評価に つ い て ｡

これは ｢ ワ ー

グナ
ー

試論の 驚く べ き メ ッ セ ー ジ+ と い う見方が 一 般的だが ､ こ れ こそ マ

ン が洞察 した ワ
ー

グナ
ー ･

オ ペ ラ の 眼目 に他ならな い
｡

マ ン は ､ 評論を本

格的 に開始する にあ た っ て『さま よえ る オ ラ ン ダ人』と『ジ ー

ク フ リ
ー ト』

の例を挙げ､ こ れ こ そ ｢ 劇場 の 観衆の 只中で 味わ っ た深 い 孤独な幸福 の あ

の 幾時間､ 神経と知性と の お の の きと喜び と に満ち た幾時間､
こ の 芸術の

み が与え得る 感動的で 偉大な意味深さ を認識 したあ の 幾時間+ ､ すな わち
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ナ シ ョ ナリ ズ ム的受容の 共同性な どで はなく ､ 私 に孤独な実の 陶酔を与え

て く. れ たもの だ と論 じて い る ｡

さま よえる オ ラ ン ダ人 は ゼ ン タ - の ｢ 愛+ を ｢ 救済 へ の 憧憶+ と分 か つ

こ と が で きな い
｡ ･ ｢彼 は救 い と い う こと に お い て こ の 娘を愛 して い る ｡ 何

と交錯した 二 重性で しょ う ｡

一 つ の 感情の 複雑な深淵 が何と鋭く洞察され

て い る こ と で しょう ｡ こ れ は分析で あります ｡+
65)

｢ 愛+ と ｢ 救 い+ の 交錯､

『ジ
ー

ク フ リ
ー ト』 で は第2 幕3 場 ､ 青年ジ

ー

ク フ リ
ー

ト の 菩提樹 の 下 で

の 母 へ の 夢想が性 的なもの と溶け合う場面 ､ 第 1 幕3 場で養 い 親の ミ
-

メ

がモ
ー ク フ リ

ー

ト に恐怖を教 えよう とする場面 で ､ 炎に囲まれ て 眠る ブリ

ュ ン ヒ ル デ の モ チ
ー

フ が奏さ れ る箇所を マ ン は挙げて い る
66)

｡
こ れ らす べ

て は エ デ ィ プス ･ コ ン プ レク ス
､ それも ｢ 父+ が現われ る以前 の 前 エ デ ィ

プス 期とも い う べ き時期の 至福の 外界との
一

体感 へ の 心理 的退行 の 表現 で

ある ｡ 実際､ ｢ 母+ ブリ ュ ン ヒ ル デ が炎に 囲まれ眠 る山 へ 向かう途中 で ､

ジ
ー

ク フ リ
ー

ト は遮る ｢ 父+ た るザ オ
ー タ ン の ｢ 槍+ を折 っ て い る ｡ しか

し ｢ 愛+ と至福を得る 条件 は ､ 心理的退行の果 て の 自我 の ｢ 死+ で ある ｡

｢ 死を通 して 実の 世界 へ 超越す る+ ワ
ー グナ

ー
･ オ ペ ラ の 真髄は ｢潜在意

識 の 世界か ら ほ の か な微光を放 つ
､ 予感に みち た コ ン プ レ ク ス

､ 母 と の 結

び つ きと性的な欲求とそ して不安と の コ ン プ レク ス ､
つ まり心理家 ワ

ー

グ

ナ ー と精神分析表フ ロ イ ト との 顕 著な結び つ き+
67)

に ある ｡ そ の こ とを マ

ン は ワ ー グナ
ー 論の 努頭で 挑戦的 に提示する の で ある ｡

た しか に マ ン が ニ
ー

チ ェ の 心理学､ フ ロ イ トの 精神分析に よ っ て 認識 し

た ワ ー グナ
ー ･ オ ペ ラ の 核心 は ､ ナ チ ズ ム の イ デ オ ロ ギ

ー

で ある ｢ 民族共

同体+ に 自我の ｢ 死+ を通 して 埋没す る魅惑と類似 して い る ｡ ス ヴ ュ ン ･

フ リ
ー ドリ ッ ヒ は その 類似性 を ｢ 個 人 の

■

非合理的な魂の 諸力 - の 心を動か

すよ びか け+
68) だと表現 して い る

｡ 『抗議』 が ワ
ー

グナ ー の 精神分析 的解

釈に異を唱え たの は ､ フ ロ イ トが ユ ダヤ 人で あり ､ 彼 の 理論が通俗な市民

道徳 に反 した と い うせ い もあ っ た ろうが ､ 何 よりも 『抗議』 が ト +
マ ス ･

マ ン の 排除と い う政治的動機 にも と づ い た もの だ っ たか らだろう ｡ ト - マ
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ス ･ マ ン は ､ ｢ 家族+ の 次元 で の 精神分析 による ワ ー グ ナ ー

の 解釈は｢美+

的 カ テ ゴリ
ー の 次元の も の で あり ､ ナ チズ ム の 政治的同質性を求め る ｢民

族共同体+ イ デ オ ロ ギ
ー

と い う ｢ 政治的+ カ テ ゴリ
ー と分離する必要性を ､

大戟 の 経験 と ､ 何 より 『魔の 山』 執筆 に よ っ て 知り ぬ い て い た ｡

次に ワ
ー

グ ナ
ー

の デ イ レ ッ
‾
タ ン テ ィ ズム に つ い て ｡ むろ ん ワ

ー

グナ
ー を

｢ われわ れの偉大な ドイ ツ 文化を代表する 芸術家+ だとす る 『抗議』 者た

ち に と っ て ､ ワ ー グナ ー を デ イ レ ッ タ ン ト呼ばわりす る こ と は ワ
ー

グナ
ー

の み ならず ドイ ツ 文化 に対す る侮辱で あ っ た｡ しか し マ ン に と っ て は ､ そ

れが ワ ー グナ
ー の独自性､ 偉大さの あり方な の で ある ｡ 個々 の 芸術と の 関

係だけ見ればワ
ー

グナ
ー

は た しか に ｢ 何か デイ レ ッ タ ン ト的な と こ ろ があ

る ｡+ しか し音楽 ､ 文学各々 が ｢ ドラ マ の 表現 の 一 部 と して 生ま+ れ ｢ 総

令+ され た とき に こ そ ｢ ワ
ー

グナ ー の 天才性+ が現 われ る ､ と い う の が マ

ン の ワ ー

グナ
ー 像 で あ る

6 9)
｡

マ ン は その 理由と して 音楽が純粋 に 音楽と し

て で なく ｢ 文学的 に 着想 され て+ い る こ とを挙げて い る ｡
つ まり ､ 前節で

論じた ｢ 心理学+ 的表現の ため に音楽が用 い られて い る から こそ ､ ワ ー グ

ナ ー ･ オ ペ ラ の デ カ ダ ン ス の 魔力が生ま れる ｡ た とえ ば 『トリ ス タ ン とイ

ゾ ル デ』 の ｢ 愛の 鎮め られる こ となき半音階的モ テ ィ
ー

フ は ､ ひ と つ の 文

学的着想+ なの で ある
70)

｡ ｢ ワ ー

グ ナ
ー の 芸術 は ､ 最高度の 意志 の力 [ と

知性と] をも っ て ､ 記念碑なも の に い たり ､ [ 天才的なも の に まで] 高め

られ た デ イ レ ッ タ ン テ ィ ズ ム で あ っ た ｡+
7 1)

[･ ] 内 の 部分は ､ 『抗議』 で

は ､ おそらく意図的 に省略さ れ て引用 され て い る ｡ 『抗議』 者たち の 精神

的狭小 さ と卑劣さ を表わす遣り 口 で あ る ｡

三番目に ナ シ ョ ナリズ ム の 問題 に つ い て ｡ まずト
ー

マ ス ･ マ ン は ､ 先に

『魔の 山』 で得た認識 をもと に ナ シ ョ ナリ ズ ム の 時代性を区別す る ｡ ｢ 国

民の 理念は ､ ワ ー グナ ー が心 に 訴える効果的要素と して 作品 に取り入れ た

あ の 当時､
つ まりそれ がまだ実現 して い なか っ た 時期に は ､ その 歴史的に

正当な日寺代 にありま した ｡ 国民の 理念 は生命に溢れた真正なよき時代を過

ご して い ま した ｡ それ は詩で あり精神で あり､ 未来の価値だ っ たの で す｡
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しか し今日 ､ 『ドイ ツ の 剣』 の 詩句や ､ 『マ イス タ
ー

ジ ン ガ
-

』 の 核心 を

なす 『たとえ神聖 ロ ー マ 帝国 は雲散霧消 しよう とも ､ 神聖な ドイ ツ の 芸術

が残 る だ ろう』 を愛国的な効果を ねらう意図 で … 客席 に向か っ て 怒号す

る な ら､ それ は扇動で す｡+
7 2) こ れ は 『抗議』 に 集 っ た民族主義文化人 に は

到底許す こ との で きな い 批判 ､ 攻撃だ っ た ｡ 彼 らの 文化イ デ オ ロ ギ ー に と

っ て ｢ 民族+ は永遠 の 実体だ っ た ｡ さら に 『抗議』 で は ワ
ー

グナ
ー の作品

が ｢ 世界に 受け入 れ られ+ ､

■

｢ ドイ ツ 性と現代性 M o d e r nit at+ をも つ と い

う ト ー マ ス
･ 寸 ン の 言葉が ｢私たち の 偉大な ドイ ツ の 音楽的天才を この よ

見下す こ と+ と非難
‾
され て い る ｡ まず後者の 引用 は誤 っ て お り､

マ ン は講

演で ｢ ドイ ツ性と フ ラ ン ス 風洗練 M o n d a nit at+
73) と言 っ て い る ｡ 例の ニ ー

チ ェ の ワ
ー

グナ
ー

批判が こ の マ ン の 発言 の 根底にある ｡
ニ ー チ ェ は ワ

ー

グ

ナ
ー と フ ラ ン ス ロ マ ン 主義と の 関連性 ､

つ ま
.
り ワ

ー

グナ
ー の ヨ

ー

ロ ッ パ 的 ､

コ ス モ ポリ タ ン 的普遍性を強調 して い た ｡ ｢ 世界に通用 し､ 世界 に受け入

れられる ｡+
74)
ま さ に こ の 点 こそ 『抗議』 の ドイ ツ 民族主義者に は認め る こ

と の で きな い ワ
ー

グ ナ
ー 像で あ っ た ｡

4 月20 日 に マ ン は･ 『抗議』 を ｢ ミ ュ ン ヘ ン で の卑劣な行動+ と書 い て い

る
75)

｡ しか し事態はそんなもの で は なか っ た ｡ それは生命 の 危険を意味す

る 政治的 ｢密告+ で あ っ た ｡
ユ ル ゲ ン ･ コ ル ベ は マ ン に対 して拘束令状が

だ された こ と ､ そ して ドイ ツ に ある財産 の 差 し押さえ､
パ ス ポ ー

トの 期限

延長の 拒否と つ づ く権力 の 行為に つ い て 書 い て い る ｡

｢『抗議』 が 表現 し た 『国民追放』 の 下 に署名 し た人 々 は
､ 自分た ち が実

際に 『生命の 危険を招く告発』 に加わ っ た こ と をは っ きり意識 して い た に

違い な い
｡ ト ー マ ス ･ マ ン を 『追放』 する彼ら の 行為に よ っ て ､ 権力者た

ち に
一 政権に た い する も っ とも決定的な敵の

一

人 を排除する - ア リ バ イ を

調達して や っ た こ とを｡ それは犯罪軒助 で あ っ た ｡+
7 6)
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5 小括 : ト ー マ ス ･ マ ン の悲惨 の オ ル フ ェ ウス

ロ マ ン 派的 アイ ロ ニ

■
- は現実世界 ( こち ら側) にむけら れる ｡ 眼はつ ね

に冥府 (彼方､ 死 に おける 美) を振り返 る
｡ 目前の 現実の 問題を直視する

こ とからア イ ロ ニ カ ル に眼を反ら し､ 失 っ た懐か しい 過去を､ 後ろ を ､ ｢ 死

に お ける 美的なもの
､

( 感覚的至福)+ を振り返 る ｡ 現代 の 民族/ 国民国家

は ､ ｢ 家族+ を失 い ､ ｢ 故郷+ を失い
､ 存在 の 根をたち切 ら れ た人々 に ､

自我 の ｢ 死+ を通 して ｢ 民族共同体+ に埋没す る と い う虚構の 政治美学を

与えた ｡
ロ マ ン 主義の 美学が 国家に よ っ て 政治利用 され た ｡ そ れ に対 して ､

ト ー

マ ス ･ マ ン の 作品 の ア イ ロ ニ
ー は つ ね に ｢ あち ら側+ (｢ デ カ ダ ン ス+ ､

｢ 死 と実に よ る 彼岸 へ の 越境 の 魅惑+ と い う ワ
ー

グナ
ー

本来の 世界) に む

けられ る ｡
エ ウリ エ ディ ケ (｢ 死 にお ける美的なもの+) を ｢ 愛+ しなが ら ､

アイ ロ ニ カ ル な意味で 振り返 らな い
｡ 現実世界 ( こ ちら側 ､ 生 の 世界) を

む い て い る ｡ それ が ニ
ー

チ ェ に学ん だ ｢ 自己克服+ で あ っ た ｡ ｢ 死+ はあ

くまで 個人が世界から ､ 家族か ら去る悲痛､ 苦悩であり ､ 非政治的なもの

で ある ｡ 文学は その 苦悩を ｢ 人間を自由に 解放する力+ に 焼き治さ ねばな

らな い
｡ ト

ー

マ ス ･ マ ン はそ の 意味で つ ねに ニ
ー チ ェ の い う真の ｢ 悲惨 の

オル フ ェ ウ ス+ で ありつ づ けよう と した
7 7)

｡

註

ロ
ー

マ 数字の 巻名と ペ
ー ジ数は T h o m a s M a n n : G e s a m m elt e W e r k e . 1 3

B d e . S . Fi s c b e r V e rl a g ,
F r a n kf u rt a . M . 1 9 7 4 . か ら の引用を しめす ｡

ト ー

マ ス ･

マ ン の著作 に閲 し既訳の あるもの は 一 部を変えて 使わ せ て い ただ い

た

1

2

T h o m a s M a n n : T a g e b 也c h e r 1 9 33 - 1 93 4 , S .
F is c h e r

,
1 9 9 7 , S .

1 8 .

M eik e S c hlu tt : D e r r e p r a s e n t a ti v e A uβe n s eit e r
.

T h o m a s M a n n u n d

s ei n W e r k i m S pi e g el d e r d e ut s c h e n P r e s s e 1 89 8 bi s 1 9 33 . P e t e r L a n g ,

2 00 2 . S .2 5 7 .

3 ) T h o m a s M a n n : a . a . 0 . S .5 2 .
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4 ) J 也r g e n K o r b e : H elle r Z a u b e r . T h o m a s M a n n i n M ii n ch e n 18 9 4 - 1 93 3 .

Si e dl e r V e rl a g ,
1 9 8 7 . S .40 5 .

5 ) w olf g a n g A lt g eld : W a g n e r
,
d e r

`

B a y r e u t h e r K r ei s
'

u n d die E n t w i c kl u n g

d e s v 61kis c h e n D e n k e n s . I n : Ric h a r d W a g n e r 1 8 8 3 -1 9 8 3 . S t u tt g a r t 1 9 8 4 .

S .52 .

6

7

8

9

10

ll

12

13

14

1 5

1 6

Ⅰ
. S .7 01t

X I , S .11 0 .

ⅠⅩ. S .3 73 .

F ri e d ri c h N i et z s c h e : N ie t z s c h e W e r k e . E rit s c h e G e s a m m t a u s g a b e . Ⅲr s g .

Y o n G io r gi o C olli u . M a z zi n o M o n ti n a ri . 6 . A b t . 3 . B d .･S .1 5 .

F ri e d ri c h N ie tz s c h e : a . a . 0 . S .4 2 5f .

Ri c h a r d W a g n e r : Di c h t u n g e n u n d S c b rift e n . 1 0 B d e . H r s g . v o n Di et e r

B o r c h m e y e r . I n s el
,
1 9 8 3 . 3 . B d . S .8 2 .

Ri c h a r d W a g n e r : Dic h t u n g e n u n d S c b rift e n . 1 0 B d e . 4 . B d . S .21 2 .

F r e d e ri c S p ott s : B A Y R E U T H ,
A H is t o r y of t h e W a g n e r F e s ti v al . Y al e

U n i v e r sit y P r e s s
,
1 9 9 4 . S .1 0 5 .

Ⅹ. S .51 .

X . S .62 ,

≪G eist u n d K u n st≫. T h o m a s M a n n s N oti z e n z u ei n e m ≪Lit e r a t u r
- E s s a y≫.

E die r t u n d k o m m e n ti e r t v o n Ⅲa n s W y sli n g ,
I n : T H O M A S - M A N N -

S T U D I E N . 1 . B d . F r a n c k e V e rl a g ,
1 9 6 7 . S .1 57 ,

1 7) a . a . 0 . S .1 6 4上

18) a . a . 0 . S .
1 6 7 .

1 9) I m S c hムtt e n w a g n e r s , T h o m a s M a n n u b e r Ric h a r d W a g n e r . T e x t e u n d

Z e u g n i s s e 1 8 95 -1 9 55 . H r s g . v o n H a n s Rtld olf V a g et . Fi s ch e r
,
1 9 99 . S .4 5 .

2 0) a . a . 0 . S .42fE .

2 1) ⅤⅠⅠⅠ. S .49 3 .

2 2) ⅤⅠⅠⅠ. S ,4 54 ,

23) ⅤⅠⅠⅠ
. S .

4 55 .

2 4) ⅩⅠⅠⅠ. S .5 31f .

2 5) Ⅹ. S .7 9 . u . S .9 0 .

26) ハ イ ン リ ヒ ･

マ ン 『歴 史と文学』 小栗浩訳 晶文社 19 71 年 13 1 頁 ｡

2 7) 上掲書 19 5 頁 ｡

28) 上掲書 209 頁 ｡

29) ⅩⅠⅠ. S .2 03 .

30) ⅩⅠⅠ
, S .3 63 ,

3 1) ⅩⅠⅠ. S .4 02 .



6 8

3 2

33

34

ト
ー

マ ス
･ マ ン の ｢ 悲惨の オル フ ェ ウ ス+ ( 皆川)

ⅩⅠⅠ. S .4 2 6 .

X II . S .7 4 .

I m S c h a tt e n W a g n e r s . T h o m a s M a n n ti b e r Ric h a r d W a g n e r . T e x t e u n d

Z e u g ni s s e 1 8 95 -1 95 5 . S .6 2f .

3 5) リ チ ャ
ー ドJ .

エ ヴ ア ン ズ編 『ヴイ ル ヘ ル ム 時代の ドイ ツ ー下 か らの 社会史
- 』 晃洋書房 1 9 88 年 5 4 頁

3 6) I m S c h a tt e n W a g n e r s .
T h o m a s M a n n 缶b e r Ric h a r d W a g n e r

. T e x t e u n d

Z e u g nis s e 1 8 95 11 95 5 . S .68 ,

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

ⅩⅠ. S .8 1 4 .

X I . S .8 1 6 .

B ri gitt e H a m a n n : W i nifr ed W a g n e r o d e r H itle r s B a y r e u t h . Pip e r
,
2 00 2 .

S .8 4 .

a 且 0 , S .1 3 0 .

a . a . 0 . S .1 3 1 .

I m S c h att e n W a g n e r s . T h o m a s M a n n tib e r Ric h a r d W a g n e r . T e x t e u n d

Z e u g ni s s e 1 8 9 5 -1 9 5 5 . S .6 9 .

ⅠⅠⅠ. S .8 8 8 .

III . S .8 8 9 .

ⅠⅠⅠ. S .9 0 5 .

III . S .9 0 6 .

ⅠⅠⅠ. S .9 0 7 .

ⅠⅠⅠ. S .9 0 7 .

T h o m a s M a n n . Ei n e C h r o nik s ei n e s L e b e n s . Z u s a m m e n g e s t elt v o n H a n s

B ti r gi n u n d H a n s
- O tt o M a y e r

. S .
Fis c h e r

,
1 9 6 5 . S .

46 .

ⅩⅠⅠ. S ,42 3 .

I m S c h att e n W a g n e r s . T h o m a s M a n n 由b e r Ric h a r d W a g n e r . T e x t e u n d

Z e u g ni s s e 1 8 9 5 -1 9 55 . S .2 44 .

a . a .0 . S .2 44f .

Ric h a rd W a g n e r : D ic h t u n g e n u n d S c h rift e n , 1 0 B d e . H r s g . Y o n Di e t e r

B o r c h m e y e r . I n s el
,
1 98 3 . 3 . B d . S .1 4 5 .

5 4) I m S c h att e n W ad n e r s .
T h o m a s M a n n 也b e r Ric h a r d W a g n e r

.
T e x t e u n d

Z e u g ni s s e 1 8
■
9 5 -1 9 55 . S .73 .

5 5

56

5 7

Ⅹ工 S .8 8 4 .

X I
. S .8 8 9 .

K l a u s S c h r 6 t e r : T h o m a s M a n n i m U rt eil s ei n e r Z eit . C h ri stia n W e g n e r

V e rl a g ,
1 96 9 . S .1 7 8 .

5 8) ⅩⅠⅠ. S .6 8 3 .
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59

6 0

6 1

6 9

T h o m a s M a n n : T a g e b 也c h e r 1 9 3 3 -1 9 3 4 . S .5 1 .

a . a . 0 . S .5 2 .

I m S ch att e n W a g n e r s .
T h o m a s M a n n 帥 e r R ic h a r d W a g n e r . T e x t e u n d

Z e u g ni s s e 1 8 9 5 -1 9 5 5 . S .23 2 鑑

6 2) H a n s R u d olf V a g e t : M u sik i n M 也n c h e n . K o n t e x t u n d V o r g e s chi c h t e d e s

"

P r o t e s t s d e r Ric h a rd - W a g n e r -S t a d t M ii n c h e n
”

g e g e n T h o m a s M a n n . I n :

T h o m a s M a n n J a h rb u c h B a n d 7 . V itt o ri o Kl o st e r m a n n
,
1 9 9 4 . S .4 7 .

6 3) 奥波
-

秀 『ク ナ ッ パ ー プ ッ シ ュ』 み すず書房 2 0 01 年 9 1 頁

6 4) H a n s R u d olf V a g e t : M u sik i n M 也n c h e n . K o n t e x t u n d V o r g e s c hic h t e d e s

"

P r o t e s t s d e r Ric h a r d - W a g n e r - S t a dt M ii n c h e n
”

g e g e n T h o m a s M a n n . S .5 3 .

6 5) ⅠⅩ. S .36 9 .

6 6) I X . S .36 9f .

6 7) ⅠⅩ
, S ,37 0 .

6 8) S v e n F ri e d ri c h : Ric h a r d W a g n e r - D e u t u n g u n d W i rk u n g . K 6 nig s h a u s e n

& N e u m a n n
,
2 00 4 . S .1 5 4 .

6 9

70

71

7 2

7 3

7 4

7 5

7 6

7 7

ⅠⅩ. S .3 7 5f .

ⅠⅩ
. S .3 81 ,

ⅠⅩ. S .3 7 6 .

ⅠⅩ. S .4 1 8 .

I X . S .4 2 1 .

ⅠⅩ. S .42 1 .

T h o m a s M a n n : T a g e b 也c h e r 1 9 3 3 -1 9 3 4 . S .5 5 .

J 也r g e n K o r b e : a . a . 0 . S .4 0 5 .

F ri e d ri c h N i et z s c h e : Ni e t z s c h e W e r k e . K rits c h e G e s a m m t a u s g ab e . H r s g .

Y o n G io r gio C olli u . M a z zi n o M o n ti n a ri . 5 . A b t . 2 . B d . S .1 21 .


